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主
要
事
業
や
予
算
編
成
に
つ
い
て

の
方
向
性
を
示
す
施
政
方
針
。３

月
議
会
で
友
實
武
則
市
長
が
述
べ
た
今

年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
主
な
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
お
き
ま
し

て
も
、「
第
２
次
赤
磐
市
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
継

続
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

幅
広
い
世
代
が
と
も
に
笑
い
、
働
く
こ
と

の
で
き
る
、
さ
ら
に
活
力
あ
る
、
魅
力
溢

れ
る
ま
ち
、
赤
磐
市
に
す
る
た
め
、「
第

４
次
赤
磐
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
よ
り

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
３
つ

の
「
重
点
戦
略
」
に
沿
っ
た
施
策
を
推
進

い
た
し
ま
す
。

経
済・産
業
に
活
力
が
あ
り
、

ひ
と
が
集
ま
る
ま
ち
を
創
る

　

本
市
は
人
口
規
模
と
比
較
し
て
商
業
販

売
額
や
工
業
出
荷
額
が
少
な
く
、
市
内
で

の
良
質
な
雇
用
を
さ
ら
に
創
出
す
る
こ
と

で
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
な
ら
で

は
の
強
み
、
つ
ま
り
、
山
陽
自
動
車
道
や

美
作
岡
山
道
路
な
ど
の
交
通
利
便
性
に
裏

打
ち
さ
れ
た
立
地
条
件
の
優
位
性
を
活
か

し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
へ
の
企
業

誘
致
な
ど
、
市
内
各
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
活
性
化
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
県
南
東
部
地
域
の
産
業
を
牽
引
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
特
産
品
の
高

付
加
価
値
化
や
、
海
外
も
視
野
に
入
れ
た

販
路
の
拡
大
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
強

い
農
業
の
確
立
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
生
産
組
織
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た「
大
規
模
果
樹
生
産
団
地
」

に
よ
る
新
規
就
農
者
の
確
保
や
生
産
性
の

向
上
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、次
代
を

担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
を
創
る

　

充
実
し
た
子
育
て
・
教
育
環
境
を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
分
野
で
は
、
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
子
ど
も
・
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー「
り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
機

能
を
置
く
な
ど
、
体
制
強
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
補
助
な
ど
、「
子
育
て
す
る
な
ら
、
あ

か
い
わ
市
」
に
相
応
し
い
各
種
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
、
独
自
施
策
も
含
め
、
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
分
野
で
は
、
高
校
生
の
通

学
費
補
助
を
赤
坂
地
域
全
域
ま
で
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
学
び
に
寄

り
添
う
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
小
中
学
校

で
の
非
常
勤
講
師
や
教
育
支
援
員
、
生
徒

指
導
員
な
ど
を
よ
り
一
層
充
実
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

多
彩
な
人
材
の
活
躍
に
よ
り
、地
域
が

活
性
化
し
て
い
る
ま
ち
を
創
る

　

民
間
の
知
見
を
市
の
課
題
解
決
に
取
り

入
れ
る
と
と
も
に
、
山
陽
団
地
活
性
化
や

快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
推
進
、
ま
た
、

生
涯
を
通
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
生
活

の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
の
実

現
に
向
け
、
路
線
バ
ス
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

や
中
山
間
地
域
で
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

対
策
の
拡
充
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
交
通

令
和
５
年
度 

市
長

施
政
方
針

環
境
の
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
、
障
害
者

計
画
の
策
定
な
ど
、
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が

要
介
護
状
態
に
な
る
前
か
ら
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
役

立
つ
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

河
本
・
岩
田
地
区
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
新
拠
点
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、
赤
磐

市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
市
全
域
の

ま
ち
づ
く
り
・
活
性
化
の
核
と
位
置
付
け

て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
て
、
賑
わ
い
と
交
流
、
職
住
近

接
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
早
期

に
実
現
し
、
人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
も

持
続
可
能
な
都
市
運
営
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
や
取
組
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
が
必
要
な
も
の
、

順
を
追
っ
た
手
続
き
が
必
要
な
も
の
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事

業
の
推
進
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あかいわ魅力発見

フォトコンテスト2022

　　  入賞作品が決定しました！
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松本 則生さん（総社市）
▶おかやまフォレストパーク
　ドイツの森／仁堀中市 内の自然豊かな美しい風景、人物、こ

れまで埋もれていた地域資源などに
目を向け、市内外へ市の魅力を発信するため、
「あかいわ魅力発見フォトコンテスト2022」
を開催しました。
　応募数は98点、応募者46人で、厳正な審
査の結果、入賞作品10点が決定しました。
　入賞作品については、ポスター、チラシ、ホームページなどで、市
の魅力発信に活用させていただきます。

㉄秘書広報課 ☎955-4770

最優秀賞

優秀賞
戸田 直子さん（沼田）
▶︎惣分

川末 義晃さん（由津里）
▶由津里優秀賞

斎藤 雄宰睦さん（岡山市）
▶︎桃畑／鴨前優秀賞

あかいわ魅力発見

フォトコンテスト2022

　　  入賞作品が決定しました！
最優秀賞・優秀賞受賞者の皆さん（表彰式最優秀賞・優秀賞受賞者の皆さん（表彰式／／3月24日）3月24日）

※都合により、最優秀賞受賞者は欠席※都合により、最優秀賞受賞者は欠席

寺見 尚久さん（岡山市）
▶吉井城山公園︎／周匝佳  作

原  明美さん
（桜が丘東２丁目）
▶︎熊山遺跡（展望台）／奥吉原

佳  作

寺見 昌太郎さん
（桜が丘西５丁目）
▶︎石蓮寺みんなの森／石蓮寺

佳  作

髙原 正一さん
（桜が丘東６丁目）
▶両宮山古墳／穂崎

佳  作

臼井  寛さん（沼田）
▶西光寺／多賀佳  作

三宅 明伸さん（岡山市）
▶高倉山山頂／西中

佳  作
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歳 入
200億
1,002
万円

市税
48億8,493万円
（24.4％）

地方譲与税等
15億2,462万円（7.6％）

地方交付税
66億8,000万円
（33.4％）

分担金および負担金
1億871万円（0.5％）

県支出金
15億4,337万円
（7.7％）

国庫支出金
23億1,114万円
（11.5％）

市債
6億8,990万円（3.4％）

繰入金
12億7,412万円（6.4％）

繰越金
3億円（1.5％）

その他
4億8,677万円（2.4％）

使用料および手数料
2億646万円（1.0％）

自主財源 72億6,099万円（36.3%）
依存財源 127億4,903万円（63.7%）

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
３
５

９
億
１
６
５
１
万
円
で
、
対
前
年
度
比
２
・

６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
２
０
０
億
１
０
０

２
万
円
で
、
対
前
年
度
比
５
・
０
％
減
の

予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、国
の
予
測
に
合
わ
せ
て
、地

方
交
付
税
の
対
前
年
度
比
０
・
６
％
増
、
市

税
の
対
前
年
度
比
２
・
４
％
増
を
見
込
ん

で
い
る
も
の
の
、
義
務
的
経
費
や
投
資
的

経
費
な
ど
の
歳
出
増
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
家
庭
で
言
え
ば
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で
財
源
不

足
を
補
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
予
算
は
、「
第
２
次
赤
磐
市

総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
３
つ
の
重
点
戦
略

に
沿
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。

①�

「
経
済
・
産
業
に
活
力
が
あ
り
、
ひ
と
が

集
ま
る
ま
ち
を
創
る
」

②�
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、次
代
を
担

う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
を
創
る
」

③�
「
多
彩
な
人
材
の
活
躍
に
よ
り
、地
域
が

活
性
化
し
て
い
る
ま
ち
を
創
る
」

を
進
め
る
た
め
、
防
災
力
の
強
化
や
住
み

や
す
さ
の
向
上
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度

▼
市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
税

金
。

▼
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
／
市
が
実

施
す
る
特
定
の
事
業
の
受
益
者
な
ど

か
ら
負
担
を
い
た
だ
く
お
金
。

▼
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
／
市
の
施

設
の
利
用
料
や
戸
籍
・
住
民
票
の
証

明
手
数
料
な
ど
。

▼
繰
入
金
／
基
金
（
市
の
貯
金
）
か

ら
繰
り
入
れ
る
お
金
な
ど
。

▼
繰
越
金
／
前
年
度
の
決
算
上
の
剰

余
金
。

▼
地
方
譲
与
税
等
／
地
方
譲
与
税
、

地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
国
税
、
県

税
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
地
方
交
付
税
／
一
定
の
行
政
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市

の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
税
の
一
部

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経

費
に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
支
出
さ

れ
る
補
助
金
な
ど
。

▼
県
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
、
県
か
ら
支
出
さ
れ

る
補
助
金
な
ど
。

▼
市
債
／
財
務
省
、
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達
の

た
め
の
借
入
金
。

〈
歳
入
の
種
類
〉

●自主財源／地方自治体が自主的に
収入できる財源。
●依存財源／国や県により定められ
た額を交付されたり、割り当てられた
りする収入財源。

赤
磐
市
の
予
算

歳入 ： 一般会計の内訳歳入 ： 一般会計の内訳
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ま
た
、
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
事
業
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
限
ら

れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
図
る
よ
う
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
債
や
基
金
の
活
用

も
図
り
な
が
ら
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

会　計　名 予算規模

一　般　会　計 200億1,002万円

特　別　会　計 112億7,135万円

国民健康保険
特別会計 56億2,800万円

後期高齢者医療
特別会計 7億8,256万円

介護保険
特別会計 47億2,432万円

訪問看護
ステーション事業
特別会計

5,375万円

宅地等開発事業
特別会計 4,285万円

竜天オートキャンプ場
特別会計 2,264万円

財産区
特別会計 1,722万円

公営企業会計 46億3,514万円

水道事業会計 15億4,350万円

下水道事業会計 30億9,165万円

合　　　　　計 359億1,651万円

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致しない場合があります。

▼
人
件
費
／
職
員
の
給
与
や
、
非
常

勤
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

▼
扶
助
費
／
生
活
保
護
法
、
児
童
福

祉
法
、老
人
福
祉
法
等
に
基
づ
い
て
、

被
扶
助
者
に
対
し
て
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債

の
元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金

利
子
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

▼
物
件
費
／
消
費
的
性
質
を
持
つ
経

費
で
、
光
熱
水
費
、
通
信
運
搬
費
、

消
耗
品
費
な
ど
。

▼
維
持
補
修
費
／
市
が
管
理
す
る
公

共
施
設
や
道
路
な
ど
を
維
持
す
る
た

め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
補
助
費
等
／
各
種
団
体
へ
の
補
助

金
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、

企
業
会
計
へ
の
補
助
金
な
ど
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
、
橋

り
ょ
う
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
施
設
の

新
増
築
な
ど
に
係
る
経
費
。

▼
繰
出
金
／
一
般
会
計
と
特
別
会
計

ま
た
は
特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ

れ
る
経
費
。
介
護
保
険
法
な
ど
の
各

個
別
法
に
基
づ
き
、
制
度
的
に
一
般

会
計
か
ら
の
負
担
が
予
定
さ
れ
て
い

る
も
の
、
地
方
公
営
企
業
法
等
に
基

づ
き
、
制
度
的
に
一
般
会
計
か
ら
の

負
担
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
、
収

支
不
足
の
補
て
ん
に
よ
り
支
出
さ
れ

る
も
の
に
区
分
。

〈
性
質
別
歳
出
の
種
類
〉

●義務的経費／歳出のうち、その支出が制
度的に義務づけられた任意に削減すること
が困難な経費で、人件費、扶助費、公債費
の３つ。
●消費的経費／経費支出の効果が、当該
支出年度または極めて短期間で終わるも
のに支出される経費で、物件費、維持補修
費、補助費など。
●投資的経費／支出の効果が資本形成に
向けられ、施設などのストックとして将来に
残るものに支出される経費で、普通建設事
業費、災害復旧費など｡

歳 出
200億
1,002
万円

人件費
42億3,483万円
（21.2％）

繰出金
22億475万円
（11.0％）

災害復旧事業費
1万円（0.0％）

公債費
21億9,974万円
（11.0％）

扶助費
42億758万円
（21.0％）

物件費
32億2,675万円
（16.1％）

維持補修費
3億1,110万円
（1.6％）

普通建設事業費
9億3,110万円
（4.7％）

義務的経費 106億4,216万円（53.2%）

その他　　 25億8,933万円（12.9%）
投資的経費 9億3,111万円（4.7%）
消費的経費 58億4,742万円（29.2%）

その他
3億8,458万円（1.9％）

補助費等
23億957万円
（11.5％）

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

●一般会計／住民の生活にかかわりの
深い福祉、教育など幅広い範囲の事業
を行う中心的な会計。
●特別会計／特定の収入で特定の事
業を行い、一般会計とは別に経理する
会計。国民健康保険、介護保険など。
●公営企業会計／利益を受ける人の負
担で経営をまかなう独立採算を原則と
する会計。

歳出 ： 一般会計の内訳（性質別）歳出 ： 一般会計の内訳（性質別）会計別予算規模会計別予算規模

｜ 令和5年度 赤磐市の予算 ｜
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▼
議
会
費
／
議
会
の
活
動
に
か
か
る

経
費
。

▼
総
務
費
／
総
合
計
画
策
定
、
財
産

管
理
、
統
計
、
税
の
課
税
や
徴
収
な

ど
の
事
務
に
か
か
る
経
費
。

▼
民
生
費
／
高
齢
者
、身
体
障
害
者
、

児
童
な
ど
を
対
象
と
し
た
福
祉
事
業

に
か
か
る
経
費
。

▼
衛
生
費
／
病
気
予
防
の
た
め
の
各

種
検
診
、
ご
み
処
理
や
環
境
対
策
な

ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
農
林
水
産
業
費
／
農
林
水
産
業
の

振
興
や
農
・
林
道
の
整
備
な
ど
に
か

か
る
経
費
。

▼
商
工
費
／
商
工
業
の
振
興
、
観
光

事
業
に
か
か
る
経
費
。

▼
土
木
費
／
道
路
、
公
園
、
河
川
の

整
備
、
都
市
計
画
な
ど
に
か
か
る
経

費
。

▼
消
防
費
／
火
災
予
防
や
消
火
・
救

急
救
助
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
教
育
費
／
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

生
涯
学
習
活
動
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債

の
元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金

利
子
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

〈
目
的
別
歳
出
の
種
類
〉

議 会 費 4,906円

総 務 費 6万3,641円

民 生 費 16万3,901円

衛 生 費 4万8,732円

農林水産業費 2万24円

商 工 費 5,997円

土 木 費 3万2,691円

消 防 費 1万8,033円

教 育 費 5万1,373円

公 債 費 5万695円

そ � の � 他 1,153円

合 計 46万1,145円

一般会計の歳出額を令和5年1月の人口
43,392人で割ると、１人当たり約46万円
になります。

合計  200億1,002万円

民生費 71億1,201万円（35.5％）

公債費 21億9,974万円（11.0％）

衛生費 21億1,458万円（10.6％）

総務費 27億6,150万円（13.8％）

教育費 22億2,918万円（11.1％）

土木費 14億1,854万円（7.1％）

農林水産業費 8億6,886万円（4.3％）

消防費 7億8,248万円（3.9％）

その他
5,001万円
（0.2％）

議会費
2億1,287万円
（1.1％）

商工費
2億6,024万円
（1.3％）

歳出 ： 一般会計の内訳（目的別） 市民１人当たりの予算額

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致しない場合があります。

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致しない場合があります。
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事業名 予算額 総合
計画

議　会　費
議場設備更新 1,980 万円

総　務　費
スクールリクエスト 99 万円 Ⅲ－３
庁舎等整備事業 37,178 万円

山陽団地活性化事業 95 万円 Ⅲ－１
Ⅲ－２

デジタルサイネージ（電子時刻
表）設置事業 49 万円 Ⅲ－２

ハレカハーフ事業 6,781 万円 Ⅲ－２
Ⅲ－３

デマンド型市民バス車両購入 771 万円 Ⅲ－２
地域活性化起業人負担金 800 万円 Ⅰ－２
イベント委託料 189 万円 Ⅰ－２
結婚支援事業 19 万円 Ⅱ－１
庁内ネットワーク無線化事業 2,497 万円
自治体ＤＸ推進事業 1,067 万円
交通指導車整備 312 万円 Ⅲ－1
EV急速充電器設備更新工事 770 万円

民　生　費
赤磐市第4期障害者計画・第7期障害福祉
計画・第3期障害児福祉計画策定業務委託 587 万円 Ⅲ－1

協働のまちづくり推進事業 642 万円 Ⅲ－２
衛　生　費

自殺対策計画策定 320 万円 Ⅲ－２
出産・子育て応援事業 1,511 万円 Ⅱ－２
長寿・健康増進等事業 35 万円 Ⅲ－３
健康ポイント事業 806 万円 Ⅲ－３
地区清掃土砂回収委託料 300 万円 Ⅲ－１
スズメバチ等駆除費補助金 40 万円 Ⅲ－１
子ども医療費事業 23,813 万円 Ⅱ－２

＜ 令和5年度 主要施策・事業 ＞

｜ 令和5年度 赤磐市の予算 ｜

事業名 予算額 総合
計画

農林水産業費
イノシシ等防護柵設置補助金 722 万円 Ⅰ－３
森林経営管理事業 1,262 万円
有害鳥獣駆除事業 3,039 万円 Ⅰ－３
果樹生産振興事業補助金 1,805 万円 Ⅰ－３

商　工　費
企業誘致奨励金 5,742 万円 Ⅰ－１
企業勉強会等開催事業 454 万円 Ⅰ－１
商工業起業家奨励金 240 万円 Ⅰ－１
観光振興対策事業 2,114 万円 Ⅰ－２

土　木　費
正崎橋改良事業 1,000 万円 Ⅲ－１
大規模盛土調査 1,000 万円 Ⅲ－１

消　防　費
除細動器購入 412 万円 Ⅲ－１
消防団員年額報酬 3,614 万円 Ⅲ－１
消防団員出動報酬 1,215 万円 Ⅲ－１

教　育　費
遠距離通学費補助金 85 万円 Ⅱ－３
生徒指導総合実践事業 1,393 万円 Ⅱ－３
一般管理事業（小学校費） 13,936 万円 Ⅱ－３
一般管理事業（中学校費） 6,867 万円 Ⅱ－３
永瀬清子朗読会委託料 250 万円 Ⅰ－２
庄徳庵修繕工事 550 万円 Ⅲ－３
スポーツ交流事業 772 万円 Ⅲ－３
吉井グラウンド・熊山運動公園
テニスコート照明改修設計業務 347 万円 Ⅲ－３

〈第2次赤磐市総合計画〉		 	 	 	
　重点戦略 Ⅰ　経済・産業に活力があり、ひとが集まるまちを創る
　　１. 企業誘致による安定的で良質な雇用創出プログラム
　　２. 商工業・観光振興による賑わいと活力創出プログラム
　　３. 強い農業の確立プログラム
　重点戦略 Ⅱ　安心して子育てができ、次代を担うひとが育つまちを創る
　　１. 安心して家庭を築ける環境創出プログラム
　　２. 安心して出産・子育てができる環境創出プログラム					  
　　３. 子どもが健やかに育つ教育環境創出プログラム
　重点戦略 Ⅲ　多彩な人材の活躍により、地域が活性化しているまちを創る
　　１. 移住・定住が進むまち創出プログラム
　　２. 支えあいを中心とした協働によるまちづくり推進プログラム
　　３. 高齢者が生きがいを持ち元気に暮らせる地域創出プログラム
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 「令和5年春開始接種」について
　国から「令和5年春開始接種」として、5月8日以降の新型コロナワクチン接種の実施方針が示されました。
市では下記のとおり接種を実施します。

■接種期間／5月8日～８月３１日

■�接種対象者／初回接種（1・2回目接種）を完了した次の人 ①65歳以上の高齢者 ②5〜64歳で基礎疾患の
ある人その他重症化リスクが高いと医師が認める人 ③医療・介護など関係者

　※接種間隔：前回接種から3カ月以上経過
　※対象となる基礎疾患、医療・介護など関係者の詳細は9ページをご確認ください。
　※これ以外の人は今回接種対象となりません。また、新規の接種券発送も行いません。
　　（�初回接種を完了した全員が対象となる「令和5年秋開始接種（9月〜）」が実施される予定ですが、詳細

は今後の広報あかいわ、ホームページでお知らせします）

■使用ワクチン／オミクロン株対応2価ワクチン（ファイザー・モデルナ）またはノババックスワクチン

■接種券発送方法
　•65歳以上の高齢者：一律発送（申請の必要なし）
　•5～64歳で基礎疾患のある人、医療・介護など関係者：申請により発送（申請方法は10ページ）

■接種券発送日
　•前回接種日が早い人から順に、本人住所あてに接種券を発送します。
　•�特段の理由があり早期に接種券が必要な場合、事前に市に相談があれば、後述の発送スケジュールに関

わらず市役所に直接受取りに来るなどの対応は可能です。
　•�病院、診療所、介護施設などから赤磐市民である従業員、施設利用者の接種券一括発送の希望があった

場合、後述の発送スケジュールに関わらず施設あてに一括発送も可能です。
　•いずれの場合においても、国の示す接種開始日（5月8日）より前の発送希望にはお応えできません。

　＜発送スケジュール（65歳以上）＞
前回接種日 発送日 備　　考

～11/10 ５月 ８日㈪ 「令和4年秋開始接種（令和4年
9月28日〜）」の未接種の人は、
新たな接種券を送付しません。
既に送付されている未使用の
接種券をご使用ください。

11/11～11/15 ５月１０日㈬
11/16～11/25 ５月１２日㈮
11/26～12/5 ５月１６日㈫
12/6～12/20 ５月１９日㈮
12/21～2/23 ５月２３日㈫
※以降、3カ月経過した翌週の火曜日に発送を予定（休日の場合は翌営業日）

＜予約受付＞ 5月8日㈪〜（予約方法は、11ページをご確認ください）

■その他
　•�既に接種券を持っている人で、「令和5年春開始接種」の対象となる場合、お手持ちの券で接種を受ける

ことが可能です。（※上記「接種対象者」ではない場合は、券があっても接種を受けることはできません）
　•発行済の接種券を紛失し再発行を希望する場合は、健康増進課へご連絡ください。

新型コロナワクチン
接種のご案内

㉄健康増進課 ☎955-1117
4月12日時点情報
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 基礎疾患の範囲について

・心臓に慢性の機能の障害を有する人

・腎臓に慢性の機能の障害を有する人

・呼吸器に慢性の機能の障害を有する人

・肝臓に慢性の機能の障害を有する人

・免疫の機能を低下させる疾患にかかっている人

・免疫の機能を抑制する治療を受けている人

・免疫異常に伴う神経疾患または神経筋疾患にかかっている人

・神経疾患または神経筋疾患を原因とする身体機能の低下が認められる人

・染色体に異常を有する人

・血液疾患にかかっている人（18歳以上で、鉄欠乏性貧血にかかっている人を除く）

・�18歳以上で、インスリンその他の糖尿病治療薬を用いた糖尿病の治療を受けている人または合併症を
引き起こしている糖尿病の患者

・18歳以上で、睡眠時無呼吸症候群の患者

・18歳以上で、重い精神疾患にかかっている人

・18歳以上で、知的障害を有する人

・18歳以上で、BMI（次の算式により算出した値をいう）が30以上である人
　BMI＝体重（kg）／身長（m）²

・18歳未満で、代謝性疾患にかかっている人

・18歳未満で、悪性腫瘍の患者

・18歳未満で、膠原病の患者

・18歳未満で、内分泌疾患にかかっている人

・18歳未満で、消化器疾患にかかっている人

・上記のほか、新型コロナウイルス感染症にかかった場合に重症化するおそれが大きいと医師が認める人

 医療・介護など関係者の範囲
　・�重症化リスクが高い多くの人に対してサービ

スを提供する医療機関や高齢者施設・障害者
施設などの従事者

　※「令和4年7月開始（4回目接種）」と同様の範囲
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 5～64歳で基礎疾患のある人、医療・介護など関係者  接種券発送の申請
　市では「令和5年春開始接種」対象者のうち、5～64歳の人については
接種券を一律発送せず、申請によって発行します。自身が接種対象かどう
か確認の上、希望する人は申請をお願いします。

■申請方法（令和5年4月25日から受付開始）
　・赤磐市電子申請サービス（推奨）
　　右の二次元バーコードから申請サイトへ進んでください。
　　�申請は個人単位で、「住所」「氏名」「生年月日」「基礎疾患

があること（病名は必要なし）、または医療・介護など関係者
であることの申告」「電話番号」が必要となります。

　　�病院、診療所、介護施設などで施設あてに接種券一括発送の希望がある
場合は、その旨の申請も可能です。

　・赤磐市新型コロナワクチン接種コールセンター（代行入力）
　　コールセンターでも、上記電子申請サービスへの代行入力を行います。
　　☎︎086-957-3567（平日９時～１７時）
　・郵送による申請
　　市ホームページから申請書データをダウンロードし、健康増進課へ郵送。
　　※送料は各自でご負担をお願いします。

■発送スケジュール
　•５月７日㈰までの受付分
　　→ ５月８日㈪以降、申請者の前回接種日に基づき、65歳以上と同様のスケジュールで発送
 •５月８日㈪～５月22日㈪までの受付分
　　→ １週間（月～日まで）の受付分を、上記と同様に発送
 •５月23日㈫以降の受付分
　　→ １週間（月～日まで）の受付分を、翌火曜日に発送する予定

■注意事項
　•�市窓口での申請受付は行いません。郵送予定の申請書を持参された場合の受け取りは可能です。
　•�FAXでの申請受付は行いません。
　•�基礎疾患などについて、医師の診断書などは必要ありません。
　　なお、接種当日に接種医から基礎疾患などについて確認をされる場合があります。
　•��前回接種から「3カ月が経過していない」場合、「3カ月経過した後」発送を行いますので、申請から発送

までお時間をいただく場合があります。
　•�３カ月経過より前の発送希望にはお応えできません。なお、特段
の理由があり早期に接種券が必要な場合は健康増進課へご相
談ください。（３カ月経過する当日などに市役所へ受け取りに来
ることは可能です）

　•�65歳以上の人または5歳未満の人については、申請しても受付
をしません。（65歳以上の人は申請なしで一律発送）

　•�申請受付後、発行対象であるかどうか疑義が生じた場合、市か
ら確認のご連絡をすることがあります。ご理解ご協力をお願い
します。
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 市内での接種予定
■赤磐市集団接種会場
　◎接種対象者：「令和5年春開始接種」の対象者　◎対象年齢：18歳以上
　◎�使用ワクチン：モデルナ社製オミクロン株対応２価ワクチン（BA.4/5）を使用予定
　　※今後、国からのワクチン供給状況により変更となる可能性があります。　

会　　場 日　　程 時　　間
赤磐医師会病院 5月20日㈯・27日㈯、6月3日㈯・10日㈯ 9：00～11：30、13：30～15：30
吉井会館 5月16日㈫・29日㈪、6月20日㈫ 13：30～16：00
※�赤磐医師会病院会場には、無料送迎バスおよびピストン輸送バス（中央公民館⇔赤磐医師会病院会場）を運行予定
です。詳細は今後発送する接種券に同封する資料または市ホームページをご確認ください。

※�7月以降の会場については調整中です。

■�個別接種
　実施する医療機関は、下記「岡山県共通予約システム」または市コールセンターでご確認ください。
※�初回接種（1・2回目接種）がまだの人
　1・2回目接種（従来型）を希望の人は、個別医療機関で接種が可能です。

▶︎インターネット予約（赤磐市集団接種会場）
　赤磐市新型コロナワクチン集団接種予約サイト
　https://vaccine.tsunasou.net/vac_reservation/akaiwa/reserve

▶インターネット予約（個別医療機関など）
　岡山県共通予約システム
　https://v-yoyaku.jp/330001-okayama

▶電話予約（集団接種・個別接種）
　赤磐市新型コロナワクチン接種コールセンター
　☎086-957-3567（受付時間：平日9：00～17：00）�番号のかけ間違いにご注意ください。

※�時間帯によって電話が混み合う場合がありますので、インターネットからの予約をお勧めします。

ワクチン接種の予約について（共通）

●ワクチン接種後の副反応への対応
　ワクチン接種後に強い副反応や後遺症が発生した場合は、岡山県新型コロナワ
クチン専門相談センター（0120-701-327）または岡山県新型コロナワクチン小
児・乳幼児専門相談窓口（0120-245-061）へご相談ください。（※緊急を要する
症状の場合は、救急への通報をお願いします）
　ワクチン接種後の副反応疑いの症状で医療機関の受診を希望する場合、まず
は接種医やかかりつけ医を受診してください。接種医やかかりつけ医が専門的な対応が必要と判断
したときは、専門的な医療機関を紹介します。なお、通常診療と同様に医療費が発生します。救済制
度については下記をご確認ください。

●ワクチン接種後の健康被害救済制度
　予防接種によって健康被害が生じ、医療機関を受診・治療、また障害が残ったなどの場合、その健
康被害が接種によるものと国が認定したときは、健康被害救済（医療費・障害年金などの給付）を受
けることができます。救済制度に関するご相談や手続きについては、健康増進課へご連絡ください。
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離
乳
食
初
期
の
内
容
を
中
心

に
、
離
乳
食
の
進
め
方
の
お
話

や
調
理
を
行
い
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
18
日
㈭ 

午
前
10

時
〜
正
午
（
受
付
午
前
９
時

30
分
〜
）

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館 

調
理
室

■ 

対
象
／
こ
れ
か
ら
離
乳
食
を

始
め
る
人
、
離
乳
食
を
始
め

た
ば
か
り
の
人

■ 

定
員
／
８
組
（
先
着
順
）

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
赤
ち

ゃ
ん
の
食
事
に
必
要
な
物

■ 

申
込
期
限
／
５
月
12
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
健
康

増
進
課

■ 

期
間
／
随
時
受
付
（
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
）

■ 

内
容
／
学
校
給
食
調
理
、
洗

浄
な
ど

■ 

人
数
／
５
人
程
度

■ 

勤
務
条
件
／
週
５
日
勤
務

■ 

報
酬
／
時
給
１
０
２
０
円（
別

途
通
勤
手
当
支
給
、
勤
務
期

間
な
ど
に
応
じ
て
期
末
手
当

支
給
）

※ 

勤
務
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■ 
問
い
合
わ
せ
先
／
中
央
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー

　

多
年
草
や
ハ
ー
ブ
な
ど
の
草

花
で
色
彩
ら
れ
る
熊
山
英
国
庭

園
で
、
２
日
間
に
わ
た
り
、
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

募
　
　
集

れ
ま
す
。

※ 

駐
車
場
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
乗

り
合
わ
せ
て
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
５
月
６
日
㈯
、
７
日

㈰ 

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■ 

場
所
／
熊
山
英
国
庭
園

■ 

内
容
／
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

花
の
販
売
、
写
真
や
水
彩
画
の

展
示
、
ア
ロ
マ
体
験
な
ど
（
内

容
は
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

※ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

一
環
と
し
て
第
74
回
全
国
植
樹

祭
記
念
植
樹
を
行
い
ま
す
。

■ 

駐
車
場
／
80
台

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
熊
山
英
国
庭
園

　
☎（
９
９
５
）９
３
０
０

•
熊
山
支
所
産
業
建
設
課

　
令
和
元
〜
４

年
度
に
か
け
て

斎
富
・
南
方
地

区
ほ
場
整
備
事

業
に
伴
っ
て
発

掘
調
査
し
た
斎

富
遺
跡
・
中
池
南
遺
跡
に
つ
い

て
速
報
展
を
開
催
し
ま
す
。
田

ん
ぼ
の
下
に
眠
っ
て
い
た
縄
文

土
器
や
弥
生
土
器
、
銅
鏃
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
12
日
㈮
〜
７
月

９
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
月
曜
休
館
）

■ 

場
所
／
山
陽
郷
土
資
料
館

■ 

入
館
料
／
無
料

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
山
陽
郷
土

資
料
館

　

自
身
や
家
族
の
老
後
の
財
産

管
理
に
不
安
や
心
配
の
あ
る
人
、

生
前
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
お
く
べ
き
か
悩
ん
で
い
る

人
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
合

わ
せ
て
、
分
か
り
や
す
く
お
伝

は
じ
め
よ
う 

離
乳
食
ご
っ
く
ん

教
室
参
加
者
募
集

�情報ボックス内でお知らせする市役所関係の
電話番号は下記のとおりです。（市外局番086）

■本庁代表………………………☎955-1111
▷秘書広報課……………………☎955-4770
▷政策推進課地域創生班………☎955-1220
▷総務課…………………………☎955-4782
▷くらし安全課…………………☎955-2650
▷税務課市民税班………………☎955-0951
▷市民課市民サービス班………☎955-1112
▷市民課国保年金班……………☎955-1113
▷協働推進課……………………☎955-1114
▷環境課…………………………☎955-5347
▷社会福祉課……………………☎955-1115
▷子育て支援課…………………☎955-2635
▷健康増進課……………………☎955-1117
▷介護保険課地域支援班………☎955-1460
▷農林課（赤磐市農業委員会事務局）…☎955-6174
▷建設課都市管理班……………☎955-1485
■赤坂支所代表…………………☎957-2222
▷市民生活課市民生活班………☎957-2226
▷産業建設課……………………☎957-4824
■熊山支所代表…………………☎995-1211
▷市民生活課市民生活班………☎995-1214
▷産業建設課……………………☎995-1217
■吉井支所代表…………………☎954-1111
▷市民生活課市民生活班………☎954-1183
▷産業建設課……………………☎954-1366
■教育委員会
▷山陽郷土資料館………………☎955-0710
▷中央学校給食センター………☎955-9501
■消防本部………………………☎955-2244
▷警防課救急係…………………☎955-2254
※防災行政無線放送聞き直し
　（自動応答装置）……………☎955-1390

 〈市広報ラジオ番組〉
レディオモモ  FM79.0ＭＨｚ
▶「元気です。あかいわ」
　毎月第1・3金曜日
　午前8時30分～ 約5分間

� ※仮移転後も電話番号の変更はありません。

東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
を
募
集
し
ま
す

斎
富
遺
跡
・
中
池
南
遺
跡
発
掘
調
査

速
報
展「
私
の
田
ん
ぼ
の
下
の
ム
ラ
」

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

熊
山
英
国
庭
園

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

相
続・遺
言・老
後
の
財
産
管
理
の
基
礎

知
識
～
民
法
改
正
を
ふ
ま
え
て
～
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

え
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
19
日
㈮ 

午
後
１

時
45
分
〜
３
時

■ 
場
所
／
中
央
図
書
館
多
目
的

ホ
ー
ル

■ 

講
師
／
野
田
崇
さ
ん
（
司
法

書
士
）

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

募
集
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

■ 

託
児
／
あ
り
（
５
月
12
日
㈮

ま
で
に
要
申
込
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
協
働

推
進
課

　

居
住
可
能
な
空
き
家
を
売
り

た
い
・
貸
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
、「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」

に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
は
、

所
有
者
と
宅
地
建
物
取
引
業
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
空
き

家
の
利
用
を
希
望
す
る
人
に
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
27
件
の
新

規
の
登
録
が
あ
り
、
15
件
が
成

約
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
に
登

録
す
る
と
「
空
き
家
家
財
道
具

等
撤
去
補
助
金
」
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
政
策
推
進

課
地
域
創
生
班

　

 

　

市
内
の
創
業
予
定
者
・
創
業

２
年
以
内
の
個
人
事
業
主
向
け

に
確
定
申
告
の
仕
組
み
や
帳
簿

の
つ
け
方
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
25
日
㈭

•
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

•
午
後
６
時
〜
７
時

※
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容

■ 

講
師
／
商
工
会
ス
タ
ッ
フ

■ 

実
施
方
法
／
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
先
・
詳
細
／

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
商
工
会
瀬
戸
支
所

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
３
２
３

　

創
業
を
目
指
し
て
い
る
人
、

創
業
５
年
未
満
の
人
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。　
　

■ 

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

• 

日
時
…
６
月
11
日
㈰ 

午
後
２

時
〜
３
時
30
分

•   

場
所
…
山
陽
産
業
会
館
２
階
、

ま
た
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン

•   

内
容
…
し
く
じ
り
先
生
か
ら

学
ぶ
創
業
失
敗
談

■  

創
業
塾
（
本
講
座
）

•  

日
時
…
①
６
月
25
日
㈰ 

②
７

月
２
日
㈰ 

③
７
月
９
日
㈰ 

④

７
月
23
日
㈰
（
す
べ
て
午
後
２

時
〜
５
時
）

•   

場
所
…
山
陽
産
業
会
館
２
階

• 
参
加
費
…
３
千
円

■ 
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
商
工
会
本
部

　
☎
０
８
６（
９
５
５
）０
１
４
４

　

歩
く
た
め
に
大
切
な
ロ
コ
モ

度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
！ 

資
料
の
み
の
受
け
取
り
も

可
能
で
す
。

■ 

日
時
・
内
容
／
5
月
31
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

① 

ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク
…
午
前
10
時
、

11
時
、
午
後
１
時
、
２
時
、
３
時

② 

運
動
資
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
…
15
分
以

上
歩
い
て
さ
ん
さ
ん
広
場
ま
で
来

た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

■ 

場
所
／
あ
か
い
わ
ハ
ー
ト
フ
ル
太
陽

さ
ん
さ
ん
広
場
（
松
木
６
３
３-

１
）

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
／
不
要

■ 

問
い
合
わ
せ
先

• 

あ
か
い
わ
ハ
ー
ト
フ
ル
太
陽

さ
ん
さ
ん
広
場

　
☎（
９
９
５
）０
０
３
７

■ 

募
集
団
地

〈
赤
磐
市
営
住
宅
〉

①
庄
谷
（
黒
本
１
７
０
）

▼ 

戸
数
…
１
戸

▼ 
規
格
…
３
Ｄ
Ｋ

▼ 
家
賃
月
額
（
入
居
時
）
…
１
万
４

５
０
０
円
〜
２
万
２
７
０
０
円

②
福
田
（
福
田
３
２
０
）

▼ 

戸
数
…
１
戸

▼ 

規
格
…
３
Ｄ
Ｋ

▼ 

家
賃
月
額
（
入
居
時
）
…
１
万
２

２
０
０
円
〜
2
万
円

③
仁
堀
（
仁
堀
中
８
５
８
）

▼ 

戸
数
…
１
戸

▼ 

規
格
…
３
Ｄ
Ｋ

▼ 

家
賃
月
額
（
入
居
時
）
…
１
万
５

８
０
０
円
〜
２
万
４
３
０
０
円

〈
赤
磐
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
〉

④
安
岡
（
坂
辺
１
０
５
５-

18
）

▼ 

戸
数
…
１
戸

▼ 

規
格
…
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼ 

家
賃
月
額
…
５
万
円

■ 

募
集
期
間
／
５
月
15
日
㈪
〜

26
日
㈮

■ 

申
込
方
法
／
本
人
ま
た
は
家

族
の
人
が
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※ 

入
居
要
件
に
つ
い
て
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

申
し
込
み
先
／
①
②
③
吉
井

支
所
産
業
建
設
課
、④
赤
坂
支

所
産
業
建
設
課

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
建
設
課
都
市

管
理
班
、
①
②
③
吉
井
支
所
産

業
建
設
課
、
④
赤
坂

支
所
産
業
建
設
課

公
営
住
宅
公
募
の
ご
案
内

「
創
業
者
向
け
」帳
簿
と
決
算
申
告
の

仕
組
み
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

あ
か
い
わ
創
業
塾
２
０
２
３

通
常
コ
ー
ス
の
ご
案
内

市
内
に
空
き
家
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に

筋
力
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

広報あかいわ（令和5年5月号）13



　
市
で
は
、
障
害
児
・
者
が
安
心

し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
障
害

児
・
者
と
そ
の
家
族
や
保
健
、
医

療
、
福
祉
、
教
育
、
就
労
の
関
係

者
な
ど
で
構
成
す
る
赤
磐
市
障

害
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
し
ま
す
。

　
こ
の
策
定
委
員
会
で
は
、「
赤

磐
市
第
四
期
障
害
者
計
画
」「
赤

磐
市
第
七
期
障
害
福
祉
計
画
」お

よ
び「
赤
磐
市
第
三
期
障
害
児
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
、障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
、障
害
福
祉

施
策
の
円
滑
な
推
進
を
目
指
し

ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
見
直
し
と
策
定

に
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、策
定
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■ 

募
集
人
員
／
１
人

■ 

任
期
／
委
嘱
日
か
ら
計
画
策
定

（
令
和
５
年
度
）
の
完
了
ま
で

■ 

募
集
資
格
／
18
歳
以
上（
令
和

５
年
４
月
１
日
現
在
）の
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
で
、

該
当
の
委
員
活
動
に
関
心
が

あ
り
、継
続
し
て
平
日
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人

■ 

応
募
方
法
／
社
会
福
祉
課
か

各
支
所
市
民
生
活
課
に
備
え

付
け
の
応
募
申
込
書
に
必
要

事
項
、応
募
理
由
な
ど
を
記
入

し
、
直
接
持
参
、
郵
送
、
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■ 

申
込
締
切
／
５
月
22
日
㈪
必
着

■ 

選
考
方
法
／
応
募
申
込
書
の

内
容
を
も
と
に
行
い
、選
考
結

果
は
、応
募
者
全
員
に
書
面
で

通
知
し
ま
す
。

■ 
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
社
会

福
祉
課

　
消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、
定

期
的
に
救
急
講
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
大
切
な
命
を
守
る
た

め
、
応
急
手
当
・
心
肺
蘇
生
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

■ 

日
時
／
５
月
28
日
㈰ 

午
前
９

時
〜
正
午

■ 

場
所
／
消
防
署
東
出
張
所
会
議
室

■ 

対
象
／
一
般

■ 

受
講
人
数
／
５
人
程
度

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
込
期
限
／
５
月
15
日
㈪

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　
市
は
、ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
幅
広
く
反
映

さ
せ
る
た
め
の
公
聴
事
業
と
し

て
「
市
長
対
話
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。赤
磐
市
の
魅
力
向
上
に

つ
い
て
市
長
と
語
り
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
は
、５
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
。詳
し
く
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
秘
書
広
報
課

■ 

日
時
／
５
月
16
日
㈫

　
① 

午
前
10
時
〜
正
午

　
② 
午
後
１
時
〜
３
時

■ 
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
２
階 

第
２
会
議
室

■ 

相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所 

年
金
相
談
員

■ 

申
し
込
み
／
必
要
（
完
全
予
約
制
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
岡
山
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
６（
２
７
０
）７
９
２
５

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
来
庁
が

困
難
な
人
の
た
め
に
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。受
取
期
限
が
過
ぎ
た

は
が
き
を
お
持
ち
で
も
受
け
取

り
で
き
ま
す
。

　
な
お
、当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
事
務
以
外
の
市
民

課
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

■ 

日
時
／
６
月
11
日
㈰ 

午
前
９

時
〜
正
午

■ 

場
所
／
本
庁
市
民
課
窓
口

■ 

必
要
な
も
の
／
①
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発

行
通
知
書
兼
照
会
書
（
は
が

き
） 

②
通
知
カ
ー
ド 

③
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
お
持
ち

の
人
の
み
） 

④
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
な
ど
写
真
付

き
の
も
の
１
点
、ま
た
は
健
康

保
険
証
な
ど
２
点
）

※ 

そ
の
他
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

原
則
代
理
受
領
は
で
き
ま
せ
ん
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
市

民
サ
ー
ビ
ス
班

　

２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た
人

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期

限
が
５
月
末
か
ら
９
月
末
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
市

民
サ
ー
ビ
ス
班

国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
人
へ

　

給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
ま

た
は
感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
、

そ
の
療
養
の
た
め
仕
事
を
休
み
、

そ
の
間
の
給
与
な
ど
が
支
払
わ

れ
な
い
と
き
、傷
病
手
当
金
を
受

け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■ 

支
給
対
象
と
な
る
日
数
／
休
み

初
め
か
ら
３
日
経
過
し
た
後

の
、「
勤
務
予
定
が
あ
り
仕
事

を
休
ん
だ
日
」

■ 

支
給
額
／
給
与
日
額
の
３
分

の
２

■ 

適
用
期
間
／
令
和
２
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
５
年
５
月
７
日
の

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
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障
害
者
計
画・障
害
福
祉
計
画・障
害
児

福
祉
計
画
策
定
委
員
の
募
集

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

救
命
処
置
の
知
識
と
技
術
を
！

お
知
ら
せ

市
長
対
話
室

年
金
相
談

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

休
日
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
請
期
限
は
９
月
末
ま
で

傷
病
手
当
金
の

支
給
制
度（
延
長
）
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間
に
発
症
し
、
療
養
の
た
め
労

務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

期
間

※ 
休
ん
だ
期
間
や
給
与
額
を
確
認
す

る
た
め
、
事
業
所
や
医
療
機
関
に

作
成
し
て
も
ら
っ
た
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
国

保
年
金
班
、各
支
所
市
民
生
活

課
市
民
生
活
班

　

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
、
け
が
や
病
気

に
な
っ
た
場
合
に
、
国
民
健
康

保
険
証
で
診
療
を
受
け
た
と
き

は
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」の
届
け
出
と
事
故
証
明
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
本
来
、加
害
者
が
医
療
費
を
全

額
負
担
す
る
の
が
原
則
の
た
め
、

あ
と
で
国
民
健
康
保
険
が
負
担

し
た
医
療
費
を
加
害
者
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、す

み
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
国

保
年
金
班
、各
支
所
市
民
生
活

課
市
民
生
活
班

　

同
月
内
に
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
で
支
払
っ
た
一
部
負
担
金

が
高
額
療
養
費
自
己
負
担
額
を

超
え
た
場
合
に
「
高
額
療
養
費
」

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま

で
は
、該
当
月
ご
と
に
窓
口
で
の

申
請
が
必
要
で
し
た
が
、令
和
５

年
４
月
以
降
、高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
手
続
き
を
一
度
行
う
と
、

次
か
ら
は
登
録
口
座
へ
自
動
振

込
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
に
な
っ
た
人
に
は
、従
来

の
申
請
書
に
あ
わ
せ
て
、手
続
簡

素
化
申
出
書
を
同
封
し
ま
す
の

で
、申
請
書
と
一
緒
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、自
動
振
込
に
す
る
に
は

い
く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
一
度
自
動
振
込
に
な
っ
て

も
、条
件
を
満
た
さ
な
く
な
る
と

停
止
し
、再
度
申
出
書
の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
国

保
年
金
班

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
が
出
産
し
た
場
合
に
支

給
さ
れ
る
「
出
産
育
児
一
時
金
」

の
支
給
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、医
療
機
関
と
出
産
す
る

本
人
と
の
合
意
で「
直
接
支
払
制

度
」
を
利
用
す
る
と
、医
療
機
関

で
の
支
払
い
が
、出
産
費
用
か
ら

一
時
金
を
差
し
引
い
た
額
の
み

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、市
役

所
窓
口
で
の
手
続
き
は
不
要
で

す
。
た
だ
し
、自
宅
出
産
な
ど
で

こ
の
制
度
を
利
用
し
な
い
場
合

や
、出
産
費
用
が
一
時
金
の
額
に

満
た
な
い
場
合
は
、世
帯
主
か
ら

の
申
請
が
必
要
で
す
。

■ 

支
給
額
／
48
万
８
千
円（
産
科

医
療
保
障
制
度
対
象
の
出
産

の
場
合
は
50
万
円
）

※ 
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の

出
産
の
場
合
は
42
万
円

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
国

保
年
金
班

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限

は
５
月
31
日
㈬
で
す
。納
期
限
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、領
収
書
に
付
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
、必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
１
０〈
証
明
〉

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
４
４〈
課
税
〉

　
身
体
・
精
神
に
障
害
の
あ
る
人

が
通
学
・
通
院
・
通
所
・
生
業
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に

つ
い
て
は
、そ
の
障
害
の
等
級
に

よ
り
軽
自
動
車
税
種
別
割
が
減

免
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、自
動
車

税
を
減
免
さ
れ
て
い
る
人
は
軽

自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
を
申

請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

該
当
者
は
、
納
税
通
知
書
到
着

後
、手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

減
免
対
象
者

• 
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出

《
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
》

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人（
等
級
に
よ
っ

て
は
該
当
に
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
）

• 

身
体
障
害
者
な
ど
と
生
計
を

一
に
し
て
い
る
人
で
軽
自
動

車
を
常
時
介
護
に
使
用
し
て

い
る
人
（
た
だ
し
、車
の
所
有

者
は
原
則
身
体
障
害
者
な
ど

本
人
）

■ 

申
請
期
限
／
５
月
31
日
㈬〈
納

期
限
〉

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

• 

令
和
５
年
度
軽
自
動
車
税
種

別
割
納
税
通
知
書

• 

運
転
免
許
証

• 

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
手
帳
な
ど　

• 

車
検
証
（
車
検
が
あ
る
車
）

※ 

令
和
４
年
度
に
軽
自
動
車
税

種
別
割
の
減
免
を
受
け
て
い

る
人
で
車
の
変
更
が
な
い
場

合
は
、申
請
が
不
要
で
す
。
車

を
変
更
し
た
人
は
、変
更
後
の

車
で
申
請
が
必
要
で
す
。ご
不

明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
課
市

民
税
班
、各
支
所
市
民
生
活
課

市
民
生
活
班

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

支
給
申
請
手
続
き
の
簡
素
化

国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
変
更

自
動
車
税
種
別
割
は

５
月
31
日
㈬
ま
で
に

令
和
５
年
度
軽
自
動
車
税

種
別
割
減
免
申
請
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令
和
５
年
１
月
か
ら
、軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
の
車
両
ご
と
の

納
税
情
報
を
軽
自
動
車
検
査
協

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
で
き

る
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス

テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
が
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

※ 

二
輪
の
小
型
自
動
車（
排
気
量

２
５
０
ｃ
ｃ
超
の
二
輪
車
）に

つ
い
て
は
、従
来
ど
お
り
納
税

証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
。

　
次
の
場
合
は
、納
税
証
明
書
の

提
示
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

① 

納
付
し
た
ば
か
り
の
た
め
、軽

Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に
納
付
情
報
が
登

録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

② 

中
古
車
の
購
入
直
後
の
場
合

③ 

ほ
か
の
市
町
村
へ
引
越
し
し

た
直
後
の
場
合

④ 

対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が

あ
る
場
合

　

納
付
情
報
が
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に

登
録
さ
れ
る
ま
で
相
応
の
日
数

を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。車

検
の
日
程
が
迫
っ
て
い
る
場
合

な
ど
お
急
ぎ
の
と
き
は
、早
め
の

納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
課
市

民
税
班

■ 

内
容
／
松
く
い
虫
の
駆
除
の

た
め
５
月
23
日
㈫
か
ら
24
日

㈬
に
薬
剤
の
空
中
散
布
を
行

い
ま
す（
天
候
不
良
な
ど
に
よ

り
順
延
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）。区
域
周
辺
で
は
、次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

散
布
区
域
内
の
山
に
は
10
日

間
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

② 

散
布
区
域
周
辺
で
は
飲
食
物

や
洗
濯
物
を
屋
外
に
出
さ
な

軽
自
動
車
継
続
検
査（
車
検
）で
の
納
税

証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
に
な
り
ま
す

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

地方税のお支払が便利・簡単に！地方税のお支払が便利・簡単に！
～令和５年度から地方税統一ＱＲコードを利用して市税の納付ができるようになります～

　対象税目について、納付書に印刷された地方税統一ＱＲコードを利用す
ることで、全国の地方税統一ＱＲコード対応金融機関や対応のスマートフォ
ン決済アプリから納付が可能となります。また、スマートフォンやパソコンを
使って、「地方税お支払サイト」からクレジットカードやインターネットバンキ
ングなどによる納付も可能となりますので、ぜひご利用ください。
　ただし、口座振替を登録中の場合、納付書は届きませんので地方税統一ＱＲコードが印刷された納付書が
必要な人は税務課までお問い合わせください。
■対象税目…市県民税（普通徴収分）、固定資産税、軽自動車税（種別割） ※順次対象税目を追加予定です。

■納付の注意点
◆�地方税お支払サイトへアクセス後「ＱＲコード」または「納付番号」を利用して納付してください。
　※クレジットカード払いなどが２４時間可能です。
◆��スマートフォン決済を利用の際は、アプリを起動し「ＱＲコード」を読み取って納付してください。
◆�納付書は納期ごとに１枚ずつ発行されていますので、税（科）目、年度、期別、金額などを必ず確認して納付してください。
◆�納付書に「eLマーク」と「ＱＲコード」の印刷がないもの、利用期限が過ぎたもの、金額を訂正したものや、汚れ・破損な

どにより「ＱＲコード」が読み取れないものは取り扱いできません。
◆��納付書に記載された利用期限を過ぎた場合は、市の納付窓口、金融機関で納付してください。
◆�「ＱＲコード」で納付された場合、領収証書は発行されません。
◆��納付手続きに係る通信費およびクレジットカードや一部のスマートフォン決済アプリの利用に係る手数料は利用者の負

担となります。
◆��全国の地方税統一ＱＲコード対応金融機関は、地方税お支払サイトでご確認ください。
※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

●問い合わせ先／税務課市民税班

松
く
い
虫
駆
除
の

薬
剤
空
中
散
布

納付方法の詳細
は地方税お支払
サイトで確認して
ください。

これまでどおり納付書を使った市の納付窓口・金融機関・コンビニエンスストアでの納付、または口座振替もできます。
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

い
で
く
だ
さ
い
。

③ 

散
布
中
は
家
畜
や
ペ
ッ
ト
な

ど
は
屋
内
に
入
れ
、
飼
育
舎
・

養
魚
池
に
は
ビ
ニ
ー
ル
で
覆

い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

散
布
区
域

• 

５
月
23
日
㈫
…
勢
力
、
千
躰
、

奥
吉
原

• 

５
月
24
日
㈬
…
暮
田
、
八
島

田
、
平
山

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
農
林
課
、熊

山
支
所
産
業
建
設
課
、吉
井
支

所
産
業
建
設
課

　
農
用
地
区
域
の
土
地
は
、農
業

上
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、原

則
と
し
て
宅
地
な
ど
へ
の
転
用

は
で
き
ま
せ
ん
。や
む
を
得
ず
転

用
す
る
場
合
は
、農
地
法
な
ど
の

手
続
き
の
前
に
、農
用
地
区
域
か

ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

他
法
令
の
許
可
な
ど
の
見
込

め
な
い
申
し
出
は
受
理
で
き

ま
せ
ん
。必
ず
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

除
外
・
編
入
申
出
受
付
期
間
／

５
月
15
日
㈪
ま
で

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
農
林
課
・
各

支
所
産
業
建
設
課

　

耕
作
目
的
で
農
地
の
権
利
取

得
を
行
う
場
合
、農
地
法
第
３
条

の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
許
可
要
件
の
一
つ
に
、譲
受

人
の
最
低
限
必
要
な
耕
作
面
積

を
設
定
し
て
い
る
下
限
面
積
要

件
が
あ
り
ま
し
た
が
、令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
農
地
法
の
改
正

に
伴
い
、
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、そ
の
他
の
要
件
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。詳
細
に

つ
い
て
は
市
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
赤
磐
市
農

業
委
員
会
事
務
局

　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
市
民

の
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

市
内
建
築
業
者
を
利
用
し
て
、住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
人

へ
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
補
助
率
10
分
の
１
、
上
限
20
万

円
）補
助
要
件
や
手
続
き
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■ 

申
請
期
間
／
５
月
１
日
㈪
〜

※ 

上
限
に
達
し
た
場
合
は
締
め

切
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
建
設

課
都
市
管
理
班

　

高
齢
者
を
対
象
に
ペ
ダ
ル
の

踏
み
間
違
い
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
装
置
の
整
備

費
を
補
助
し
ま
す
。

■ 

補
助
対
象
者
／
①
市
内
に
住

所
を
有
す
る
満
65
歳
以
上
の

人 

②
補
助
対
象
車
両
の
自
動

車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
た
使

用
者
（
※
そ
の
他
要
件
あ
り
）

■
補
助
対
象
の
自
動
車

① 

自
動
車
車
検
証
の
「
自
家
用

車
・
事
業
用
の
別
」
欄
に
「
自

家
用
」
と
記
載
さ
れ
た
も
の

② 
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装

置
を
整
備
す
る
こ
と
が
可
能

な
も
の
で
あ
る
こ
と

③ 

営
利
を
目
的
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

■ 

補
助
金
額
／
10
万
円
を
上
限
に

整
備
費
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る

額（
千
円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　

悪
質
な
電
話
勧
誘
販
売
や
詐

欺
な
ど
の
電
話
を
受
け
に
く
く

す
る
効
果
の
あ
る
電
話
機
な
ど

の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

■ 

補
助
対
象
者
／
市
内
に
住
所

を
有
し
、満
65
歳
以
上
の
み
の

世
帯
に
属
す
る
人（
※
そ
の
他

要
件
あ
り
）

■ 

補
助
対
象
機
器
／
市
内
業
者

か
ら
購
入
し
、次
の
い
ず
れ
か

の
機
能
を
持
つ
固
定
電
話
機

ま
た
は
固
定
電
話
機
に
接
続

す
る
機
器

① 

事
前
に
登
録
し
て
い
な
い
電

話
番
号
か
ら
の
着
信
に
対
し

注
意
を
促
す
機
能

② 

着
信
の
相
手
に
対
し
、録
音
を

行
う
旨
の
応
答
を
自
動
的
に

行
う
機
能

③ 

被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

の
あ
る
着
信
を
自
動
的
に
切

断
す
る
機
能

■ 

補
助
金
の
額
／
５
千
円
を
上
限

に
購
入
費
お
よ
び
設
置
費
用
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
百

円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

農
業
振
興
地
域
農
用
地
の

除
外・編
入

　

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
全
て
の
自

転
車
利
用
者
に
対
し
、自
転
車
の

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。万

が
一
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
被

害
を
軽
減
し
、命
を
守
る
た
め
に

は
大
変
有
効
で
す
。自
転
車
乗
車

中
の
事
故
か
ら
命
を
守
る
た
め
、

自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
、ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　

５
月
11
日
㈭
か
ら
20
日
㈯
ま

で
の
10
日
間
、「
令
和
５
年
春
の

交
通
安
全
県
民
運
動
」が
県
内
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
５
月

20
日
㈯
は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、皆

さ
ん
で
、交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
、ま
た
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
安
全
な
行
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

農
地
法
第
３
条
の

下
限
面
積
要
件
の
撤
廃

ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
痛
ま
し
い

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
せ
ん
か

詐
欺
電
話
の
撃
退
に
効
果
的
！ 

詐
欺

対
策
に
電
話
を
替
え
て
み
ま
せ
ん
か

安
心・快
適
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

自
転
車
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
！

令
和
５
年
春
の

交
通
安
全
県
民
運
動
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

■ 

ス
ロ
ー
ガ
ン
／「
交
通
ル
ー
ル 

守
っ
て
笑
顔 

晴
れ
の
国
」

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　

市
で
は
災
害
が
発
生
し
た
場

合
や
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
、自
力
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
を
登
録
し
て
お
く

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
は
、対
象
と
な
る
人

の
同
意
に
よ
り
平
常
時
か
ら
事

前
に
赤
磐
警
察
署
や
市
内
の
消

防
、
地
区
・
町
内
会
長
、
民
生
委

員
な
ど
避
難
支
援
等
関
係
者
に

情
報
を
提
供
し
、円
滑
な
支
援
な

ど
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　
対
象
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

登
録
者
を
対
象
と
し
て
、市
内
で

放
送
さ
れ
る
防
災
行
政
無
線
を

聞
く
こ
と
の
で
き
る
戸
別
受
信

機
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

■ 

申
込
期
限
／
５
月
19
日
㈮

■ 

対
象
／
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
に
登
録
し
て
い
る
人
で
、

山
陽
ま
た
は
赤
坂
地
域
、桜
が

丘
東
地
域
在
住
の
人

■ 

貸
与
台
数
／
３
０
０
台（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■ 

費
用
／
３
千
円

■ 

備
考
／
熊
山
（
桜
が
丘
東
地
域

を
除
く
）、
吉
井
地
域
の
世
帯
に

つ
い
て
は
全
戸
に
戸
別
受
信
機

を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
お

持
ち
で
な
い
世
帯
で
希
望
さ
れ

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　
災
害
発
生
時
の
活
動
の
訓
練
、

水
防
工
法
の
体
験
が
で
き
、災
害

時
に
役
立
つ
情
報
を
学
べ
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
27
日
㈯ 

午
前
９

時
〜
正
午

■ 

場
所
／
和
気
町
原
地
先（
吉
井

川
右
岸
河
川
敷
和
気
橋
下
流
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

• 

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局 

岡
山
河
川
事
務
所

　
☎
０
８
６（
２
２
３
）５
１
０
１

　
市
で
は
、令
和
５
年
度
職
員
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。一
般
事

務
職
・
専
門
職
な
ど
の
試
験
に
つ

い
て
は
、５
月
中
旬
か
ら
募
集
開

始
、７
月
中
旬
に
１
次
試
験
を
行

い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
５
月
初

旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課

　

介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予

防
な
ど
を
目
的
に
、地
域
で
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
を
継
続
的

に
実
施
す
る
住
民
団
体
や
法
人

な
ど
に
対
し
、必
要
な
経
費
を
基

準
額
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 

対
象
要
件
／
①
週
１
回
な
ど

定
期
的
に
開
催
し
毎
回
10
人

以
上
の
参
加
者
が
あ
る
。②
１

回
あ
た
り
２
時
間
以
上
の
開

催
で
あ
る
。③
介
護
予
防
な
ど

の
内
容
を
取
り
入
れ
た
集
い

の
場
で
あ
る
。

■ 

補
助
金
額
／
例
週
１
回
以
上
開

設
の
場
合
…
年
額
上
限
３
万
円

■ 

応
募
期
限
／
令
和
６
年
２
月

29
日
㈭

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
介
護

保
険
課
地
域
支
援
班

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
認
知
症
や
障
が
い
に
よ
り
、物

事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で

な
く
な
っ
て
も
、安
心
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、法
律

的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
例
に
該
当
す
る

場
合
、成
年
後
見
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
解
決
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

• 

契
約
手
続
き
が
一
人
で
で
き
な
い

• 

悪
徳
商
法
の
被
害
を
受
け
て

い
る

• 
身
寄
り
が
な
く
、将
来
の
財
産

管
理
が
不
安　
な
ど

■ 

相
談
窓
口

• 

高
齢
者
…
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

• 

障
が
い
者
…
社
会
福
祉
課

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
介
護
保
険

課
地
域
支
援
班

　
岡
山
県
で
は
、５
月
10
日
か
ら

９
月
10
日
ま
で
を「
大
気
汚
染
防

止
夏
期
対
策
期
間
」
と
定
め
、大

気
汚
染
物
質
の
濃
度
が
高
く
な

っ
た
と
き
に
は
、光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
や
注
意

報
な
ど
を
発
令
し
、注
意
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

県
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
て
情
報
も
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、注
意
報
な
ど
が
発

令
さ
れ
た
場
合
は
外
出
を
控
え

る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
県
で
は

光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
注
意
報
な
ど

の
メ
ー
ル
配
信
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
課

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録

吉
井
川
総
合
水
防
演
習

令
和
５
年
度
職
員
採
用
試
験

あ
か
い
わ
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に

要
注
意
‼

避
難
行
動
要
支
援
者
を
対
象
と
し
た

戸
別
受
信
機
の
貸
与

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
促
進（
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
）活
動
団
体
を
補
助
し
ま
す

［PM2.5］［オキシダント］
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

　
ご
み
の
捨
て
方
に
つ
い
て
は
、

「
赤
磐
市
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア

ル
」で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　
燃
え
る
ご
み
は
、指
定
ご
み
袋

に
入
れ
て
収
集
日
当
日
の
朝
９

時
ま
で
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、資
源
化
ご
み
の
収
集
日

は
、ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
定

め
て
い
ま
す
。
概
ね
、分
類
ご
と

に
月
１
回
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
埋
立
ご
み
は
、燃
え
な
い
ご
み

を
全
部
入
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
陶
磁
器
類
、ガ
ラ
ス
類
、

化
粧
や
油
の
び
ん
な
ど
を
指
定

袋
に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。家

電
は
、大
き
さ
に
よ
っ
て
「
小
型

混
合
ご
み
」「
中
型
混
合
ご
み
」

に
、
ま
た
、
鉄
く
ず
な
ど
の
金
属

製
の
も
の
は
、「
そ
の
他
金
属
」に

分
類
さ
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
サ
イ
ズ
ご
と
に
中
型

混
合
ご
み
や
、粗
大
ご
み
の
指
定

シ
ー
ル
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

指
定
ご
み
袋
や
指
定
シ
ー
ル

は
、市
内
の
取
扱
店
で
販
売
し
て

い
ま
す
。　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
課

　

自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
そ

の
恩
恵
に
感
謝
し
、豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

５
月
４
日
の
「
み
ど
り
の
日
」
を

中
心
に
、５
月
14
日
ま
で
を
「
み

ど
り
の
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。　

　
こ
の
月
間
を
き
っ
か
け
に
、環

境
保
護
や
生
物
多
様
性
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
市
で
は
、市
内
に
あ
る
自
然
や

環
境
に
つ
い
て
考
え
る
団
体（
赤

磐
市
市
民
活
動
団
体
実
践
モ
デ

ル
事
業
）と
協
働
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。自
然
観
察
会
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
、
広
報
あ
か
い
わ

「
読
者
の
広
場
」や
、団
体
の
チ
ラ

シ
な
ど
で
、
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

あ
か
い
わ
の
自
然
を
満
喫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
課

　
厚
生
労
働
省
で
は
、子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
、子
ど
も
や
家
庭

を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
国

民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、毎
年
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の

日
）か
ら
11
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育

ち
、家
庭
や
地
域
で
心
豊
か
に
安

心
・
安
全
・
安
定
し
て
生
活
が
で

き
る
社
会
に
み
ん
な
で
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
子
育
て
支

援
課

ご
み
出
し
は
、ル
ー
ル
を
守
っ
て
。

「
分
け
た
ら
資
源 

捨
て
た
ら
ご
み
」

身
の
回
り
の
自
然
を
大
切
に

～
み
ど
り
の
月
間
～

毎
年
５
月
５
日
か
ら
１
週
間
は

「
児
童
福
祉
週
間
」で
す

令和5年4月～ 佐伯北診療所 診療受付時間と外来担当医が変わりました
日 月 火 水 木 金

診　療　科 耳鼻科 循環器
内科 内科 内科 内科 内科 内科 脳神経

内科

外来担当医 牧野 山地 安田 大村 赤磐医師会
病院 灘／担当医 山本／池上 滝澤

午前
８：45〜11：00 ◯ 第１週

第３週 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

午後
13：45〜16：00

◯
15：00〜
16：30

◯ ◯
◯

13：45〜
15：45

◯ ◯ 第４週

◎休診日：土曜日、祝日（その他、都合により担当医師変更、休診になることがあります）
※日曜日、水曜日の午後は他の曜日と時間が異なりますのでご注意ください。

平日は内科専門医がさまざまな症状に応じた、きめ細やかな診療を行っております。
お気軽にご来院、ご相談ください。
なお、日曜日は耳鼻科•内科（急患）のみの診療となりますのでご了承ください。

㉄佐伯北診療所
☎954-2032

＜令和５年度児童福祉週間標語＞　
「小さなて みんなではぐくみ 育ててく」

広報あかいわ（令和5年5月号）19



＜スポーツ施設利用案内＞ ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開館状況が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

※ 

全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。
所
属
・
学

年
は
開
催
時
の
も
の
で
す
。
︿
敬
称
略
﹀

第
45
回
全
国
高
等
学
校

柔
道
選
手
権
大
会

·
関
西
高
等
学
校
２
年

　

小
坂　

歩
生

　
︵
西
窪
田
︶

第
51
回
全
国
高
等
学
校

選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

·
水
島
工
業
高
等
学
校
１
年

　

石
原　

拓
樹
︵
桜
が
丘
西
９
︶

第
５
回
Ｗ
Ｋ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
カ
ッ
プ

決
勝
大
会
／
第
11
回
日
本
武
道
館
振
興
会
杯

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ
決
勝
大
会

·
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園 

年
長

　

今
中　

櫻
子

　
︵
桜
が
丘
西
３
︶

第
44
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■�

日
時
／
５
月
21
日
㈰

■�

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■�

申
込
期
限
／
５
月
８
日
㈪

　

午
後
５
時

■�

主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

■�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

福
田 

☎︵
９
５
５
︶５
７
９
７

赤
磐
市
テ
ニ
ス
大
会（
春
季
）

■�

開
催
日
／
５
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
開
会
︵
少
雨
決
行
︶

■��

場
所
／
草
生
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

︵
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
︶

■�

種
目
／
ダ
ブ
ル
ス
︵
男
子
、
女
子
︶

■��

資
格
／
Ｃ
ク
ラ
ス
、
初
級
者

■�

参
加
費
／
１
人
千
円

■�

申
込
期
限
／
５
月
14
日
㈰

■�

主
催
／
も
も
た
ろ
う
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
︵
赤
磐
市
体
育
協
会
所
属
︶

■�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

本
荘 

☎
０
８
０︵
６
３
０
３
︶１
７
２
９

赤
磐
市
体
協・ベ
ア
ー
ズ

テ
ニ
ス
大
会（M

ix

＆
シ
ニ
ア
）

■�

開
催
日
／
６
月
11
日
㈰

■��

場
所
／
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■�
種
目
／
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
、
男
Ｗ

シ
ニ
ア
︵
２
人
で
１
３
０
才
以
上
︶

■��
資
格
／
ビ
ギ
ナ
ー
~
Ｃ
ク
ラ
ス

■�

参
加
費
／
１
組
２
千
円

■�

申
込
期
限
／
５
月
28
日
㈰

■�

主
催
／
赤
磐
市
テ
ニ
ス
協
会

■�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

ベ
ア
ー
ズ

　
☎
０
８
０︵
６
３
２
９
︶７
５
７
２

第
43
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■�

開
催
日
／
１
月
29
日

■�

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■�

参
加
人
数
／
１
５
７
人

■�

結
果

︿
男
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・ 

優　

勝
︙
河
本
洋
志
・
妹
尾
浩
史

・ 

準
優
勝
︙
小
坂
大
地
・
後
藤
英
樹

︿
女
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・ 

優　

勝
︙
竹
光
明
恵
・
砂
川
直
子

・  

準
優
勝
︙
関
根
実
樹
・
西　

彩
香

︿
男
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・ 

優　

勝
︙
藤
坂
浩
喗
・
角
野
大
地

・ 

準
優
勝
︙
藤
原
拓
哉
・
道
廣
貴
樹

︿
女
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・ 

優　

勝
︙
桒
原
悠
夢
・
伊
達
胡
桃

・  

準
優
勝
︙
田
渕
結
香
・
長
谷
部
七
海

︿
男
子
Ｃ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・ 

優　

勝
︙
能
勢　

学
・
宮
野
千
世

・  

準
優
勝
︙
万
波
香
貴
・
木
下
英
敏

︿
女
子
Ｃ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・ 

優　

勝
︙
拝
郷
希
美
・
馬
場
晴
菜

・  

準
優
勝
︙
有
本
友
美
・
坪
田
沙
織

︿
男
女
子
Ｄ
級
﹀

・ 

優　

勝
︙
小
島
夢
羽
・
槌
田　

湊

・  

準
優
勝
︙
故
引
浩
孝
・
故
引　

結

︿
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
﹀

・ 

優　

勝
︙
野
殿
歩
夢

・  

準
優
勝
︙
中
永
翔
輝

︿
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
﹀

・ 

優　

勝
︙
砂
川
乃
々
佳

・  

準
優
勝
︙
関
場
一
果

︿
男
子
シ
ン
グ
ル
ス︵
小
学
生
︶﹀

・ 

優　

勝
︙
下
山
将
生

・  

準
優
勝
︙
藤
後
心
紘

第
38
回
赤
磐
市

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
交
歓
大
会

■�

開
催
日
／
３
月
２
日
~
９
日

■�

場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

■�

参
加
人
数
／
32
人

■�

結
果

・ 

優
勝
︙
平
井
達
良
︵
桜
が
丘
西
２
︶

・  

準
優
勝
︙
本
田
稔
穂
︵
桜
が
丘
西
６
︶

山陽ふれあい公園 ■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎955-4432　
■利用料金／· プール…高校生以上400円、中学生以下200円　· トレーニングルーム…一般300円、高校生150円

吉 井 B & G
海 洋 セ ン タ ー

■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎954-2323
■利用料金／ · プール…高校生以上200円、中学生以下100円　トレーニングルーム…200円

グラウンド・ゴルフ場 ■開館時間（5月）／午前8時30分～午後6時30分〈休業日：月曜日〉　　■問い合わせ先／☎955-6657
■利用料金／·市内の人…300円／日、10,180円／年　·市外の人…500円／日、15,270円／年

■5月のスケジュール （○=プール一般開放） �

時間帯
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

山
　
陽

10:00-20:30 休
館
日

○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○
13:00-20:30 ○ ○ ○ ○ ○
10:00-16:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉
　
井

10:00-12:00 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○
14:00-16:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18:30-20:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市内で開催された大会の結果、イベントの参加者募集告知、
全国大会の出場者などをお知らせします。

詳細や不明な点などは左記までお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ大会・イベントの情報教育委員会社会教育課
（中央公民館2階）

☎955-0738／FAX955-1163

募　
集

全
国
大
会
出
場

結　
果
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参加希望者は事前の申し込みが必要です。都度利用で参加可能な教室もあります。
◎カワイ体操、サッカー教室は事前予約で無料体験できます。

山陽ふれあい公園 ～5月から参加できる運動教室参加者募集～ ｜ ☎955-4432

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

大
人
（
16
歳
以
上
）
向
け

ＳＬＯＷピラティス
火

9：10～ 9：55 １2人 姿勢改善し、からだのゆがみを矯正。10時5分からのクラスもあり。
脂肪燃焼エクササイズ 11：10～12：00 12人 有酸素運動と筋コンディショニングで脂肪燃焼。
元気はつらつトレーニング（初級）

水
9：30～10：30 12人 高齢者初心者向け。健康維持を目的とした体操をします。

かんたん筋調整ヨガ 10:45～11:45 12人 柔軟性・筋力を高めバランスのよい身体に導きます。
ゆったりヨガ 13：45～14：45 12人 ピラティスの要素も取り入れ体幹にも効果あり。
バドミントン

木
10：30～12：00 12人 初心者から経験者まで丁寧に指導します。木曜日19時からのクラスあり。

太極拳入門 1４：15～1５：15 10人 太極拳の基本的な動きを習得。火曜日14時30分からのクラスもあり。
ボディアタック

金
19：00～19：45 15人 音楽に合わせて激しく動きシェイプアップに最適。

ズンバ 20：00～20：45 20人 ラテンミュージックに合わせ楽しくダンス。火曜日10時からのクラスあり。
ベリーダンス

土
11：00～12：00 10人 腰の動きを意識したダンスで内臓脂肪燃焼。骨盤矯正にも効果。

硬式テニススクール（一般） 19:00～20:30 16人 16歳以上のテニス経験者におすすめです。
ナイトヨガ 19:00～20:10 10人 呼吸法による心のコントロール。柔軟性と体幹を高めます。
ボディバランス 日 10：00～11：00 10人 音楽に合わせ体幹を鍛え、柔軟性も向上。
アクアウォーキング 水 13：15～13：45 15人 腰やひざに負担なくプールで楽しく歩きます。
アクアビクス　 金 10：15～10：45 １５人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動きます。

子
ど
も
向
け

こどもダンス教室（小３～小６） 火 17：45～18：45 ２０人 音楽に合わせてみんなと楽しく踊ります。16時30分から5歳～小３のクラスあり。
HiｐHopダンス（4歳～小１）

水
15：30～16：20 １2人 身体を動かす習慣が身に付きます。16時30分から小2～小6のクラスあり。

子どもサッカー教室（年中～年長） 15：40～16：40 １5人 サッカーに関する基礎的運動。16時50分から小学生クラスもあり。
バドミントン（小5～中学生） 木 18：00～19：00 12人 基礎からしっかり教えます。17時から小3～6のクラスあり。
カワイ体操教室（年少） 金 15：30～16：30 20人 鉄棒・マット・跳び箱で基礎的な運動能力を身に付けます。（１回体験可）
硬式テニス（キッズ） 土 15：10～16：10 12人 ５歳～８歳対象の初心者クラス。16時20分から8歳～15歳クラスあり。
幼児クラス（３歳～未就学児）

火・水・木
15：30～16：30 各曜日25人 水慣れから顔付け・バタ足・クロールを習得します。

児童クラス①（小学生） 16：30～17：30 各曜日40人 バタ足からクロール・背泳ぎを習得します。17時30分から中上級クラスあり。
ベビースイミング（親子） 金 11：00～11：45 10組 ４カ月～２歳までのお子さんと保護者で楽しく水慣れします。

　　　※背景水色はプール教室　※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

初めての人でも気軽に参加できます。自然あふれる吉井B&G海洋センターで、一緒に楽しくからだを動かしませんか。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター ～スポーツ教室参加者募集～ ｜ ☎954-2323

各スポーツ施設で開催している教室などをピックアップしてご紹介します。
この他にもたくさんの教室があります。
下記の各施設連絡先までお気軽にお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

ス ポ ー ツ 教 室・講 座 の 紹 介

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、教室・講座が休講となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

大
人
向
け

太極拳 第2・4火 １９：３０～２０：５０ 15人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性、身体バランスを養います。
らくらく体操　　　 第1・3木 １３：２０～１４：００ 15人 イスに座った姿勢で肩こり、腰痛などの改善・予防につながるストレッチなどをします。
ズンバ・Ｂ.コンディション 金 １９：３０～２０：５０ 15人 ラテンの音楽に合わせダンスするエクササイズ。身体のコンディションを整えます。
水中ウォーキング 火・土 １１：００～１１：５０ 15人 水の浮力や水圧を利用し、筋力・体力向上、引き締め効果が期待できます。

子
ど
も
向
け

卓球教室 第1・3土 1８：００～１９：50 15人 初心者でも大丈夫です。子どもから大人まで参加できます。
水泳教室１・２年生 水 １8：4０～１９：２０ 15人 子どものレベルに合わせながら、正しい泳ぎ方が身に付きます。
水泳教室３・４年生 金 １8：4０～１９：２０ 15人 泳力に合わせ練習し、正しい泳法を身に付け２５m泳げることを目指します。
水泳教室５・６年生、中学生 水・金 １９：３０～２０：１０ 15人 泳力に合わせグループ分けし、タイムアップを目指します。４泳法の指導あり。
みずなれ教室（４.５歳児） 土 １０：１０～１０：５０ ５人 水に慣れるところから始め、楽しく遊びながら顔付けができるようになります。

※背景水色はプール教室　※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。
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あかいわ健康・急病あかいわ健康・急病
相 談 ダ イ ヤ ル相 談 ダ イ ヤ ル

 　経験豊富な看護師・保健師などが健康
に関する相談に、24時間年中無休で、きめ
細かくアドバイスします。
　新型コロナウイルス感染症についての
一般的な相談も受け付けています。
※ プライバシーは厳守されるシステムになってい

ますので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通

知設定の電話、公衆電話からの相談は受けるこ
とができませんのでご注意ください。

●この電話健康相談に関する問い合わせ先
　健康増進課 ☎955-1117

いじめなし いのちのおもさ みなおなじ

みえるかな おおきくあげた ぼくらのて

今 月 の 標 語
人権啓発

交　通

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０-１
い い わ

１８-３
み よ う よ

８４

●赤磐市の人口 （2023年4月1日現在）

人　口 43,244 人 （ －115 ）
男　性 20,753 人 （ － 79 ）
女　性 22,491 人 （ － 36 ）
世帯数 18,820 世帯（ ＋ 11 ）

　※（　）は3月1日との差

●2023年3月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は2023年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 1
（1）

1
（2）

0
（0）

5
（8）

7
（11）

3
（14）

72
（205）

11
（45）

14
（42）

100
（306）

東出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

1
（1）

10
（19）

31
（101）

5
（23）

5
（16）

51
（159）

北出
張所

0
（0）

0
（1）

0
（0）

3
（6）

3
（7）

1
（4）

11
（36）

6
（17）

2
（4）

20
（61）

計 1
（1）

1
（3）

0
（0）

9
（15）

11
（19）

14
（37）

114
（342）

22
（85）

21
（62）

171
（526）

●5月の休日当番医 （窓口受付 9:00〜17:00）

3日㈬
あかいわ☆瀬戸休日内科診療所 ☎955-0393
こしむね瀬戸クリニック ☎086-952-5330

4日㈭
山陽クリニック　 ☎955-7111
岩藤胃腸科外科歯科クリニック ☎086-952-1166

5日㈮
あかいわ☆瀬戸休日内科診療所　 ☎955-0393
ますだ眼科クリニック ☎958-5558

7日㈰
粟井内科医院 ☎086-953-0617
聖眼科クリニック ☎086-952-9977

14日㈰
あかいわ☆瀬戸休日内科診療所 ☎955-0393
さくら整形クリニック ☎995-9720

21日㈰
あかいわ☆瀬戸休日内科診療所 ☎955-0393
山本クリニック ☎955-8868

28日㈰
熊山診療所 ☎995-1251
那須眼科 ☎955-8980

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については4月 1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
<問い合わせ先> 健康増進課 ☎955-1117

●今月の相談 （相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田 哲也 ・ 三好 英宏

5月12日㈮
午後 1時～4時

桜が丘いきいき
交流センター

協働推進課
☎955-1114

巡回無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　鷹取　司

5月16日㈫
午前1 0時～午後3時

熊山支所
2階第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

なやみごと（人権）
　相談員…人権擁護委員

行政
　相談員…行政相談委員

5月9日㈫
午後 1時～4時

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

協働推進課
☎955-1114

5月18日㈭
午後 1時～3時

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

5月26日㈮
午前1 0時～正午

熊山支所
2階第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や電話相談に変更となる場合があります。　※相談時にはマスクの着用をお願いします。

●5月の税を期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 1 期
軽 自 動 車 税 全期

※期限は5月31日まで

●2023年2月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

2023年2月中 67 10 0 5 8 57 
2022年2月中 57 3 0 0 3 54 
増 減 10 7 0 5 5 3 
2023年2月末 153 20 0 7 18 133 
2022年2月末 114 8 0 0 10 106 
増 減 39 12 0 7 8 27 

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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●5月の健診・定期救急講習など
1 月 ㊡山陽郷土資料館

2 火

3 水 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

4 木 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

5 金 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

6 土 ㊡桜が丘出張所

7 日

8 月 ㊡山陽郷土資料館

9 火

10 水 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

11 木 1歳6か月児健康診査

12 金 ★犯罪ゼロの日

13 土 ㊡桜が丘出張所

14 日

15 月 ㊡山陽郷土資料館

16 火

17 水 2歳6か月児歯科健診
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

18 木

19 金

20 土 ★交通事故・交通違反ゼロの日
㊡桜が丘出張所

21 日

22 月 ㊡山陽郷土資料館

23 火 3歳児健康診査

24 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

25 木 ★交通安全日

26 金 育児相談

27 土 ㊡桜が丘出張所

28 日 定期救急講習（消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

29 月 ㊡山陽郷土資料館

30 火 乳児健康診査
★交通事故・交通違反ゼロの日

31 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

●乳幼児健康診査の日程
＜乳幼児健診＞
持ち物は対象者へ送付する「健診のご案内」をご確認ください。
▶場所…山陽保健センター

健診・受診日 対　象　者

乳児健康診査
5月30日㈫ 令和5年1月生まれ

育児相談（要予約）
5月26日㈮

令和4年7月・10月生まれ
および希望者

1歳6か月児健康診査
5月11日㈭

令和3年10月1日～
11月5日生まれ

2歳6か月児歯科健診
5月17日㈬

令和2年10月27日～
11月20日生まれ

3歳児健康診査
5月23日㈫

令和元年10月24日～
11月19日生まれ

＜備前保健所東備支所＞

☎０８６９-９２-５１８０
�※�平日午後５時～翌日午前９時、土日祝日

は留守番電話につながりますので、応答
メッセージに従ってください。

新型コロナウイルス感染症に関する最新の
情報は、厚生労働省・岡山県ホームページを
ご覧ください。

新型コロナウイルス感染症の電話相談窓口

　令和5年度の健診日程・対象などについては、市
ホームページでご確認いただけます。
　また、令和５年度の子どものけんこうカレンダーは、
本庁健康増進課または各支所市民生活課にあります
ので、ご利用ください。
※�体調不良がある人は、事前にご連絡ください。

お子さんの成長を
一緒に確認する

大切な健診です。
ぜひ受けましょう♪

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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公 民 館 講 座 のご案 内

■各公民館の住所・問い合わせ先
　○中央公民館 （下市337／☎955-0069）
　○西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
　○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
　○熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

○高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
○山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

※講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。（電話での申し込み可） ※定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
※この公民館情報は、市ホームページ（https://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html）でもご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。また、講座の参加にはマスクの着用をお願いします。

　

午
前
９
時
~
正
午

■�

講
師
／
山
田
勝
さ
ん
︵
県
自
然

保
護
推
進
員
︶

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
15
人

■�

参
加
費
／
３
０
０
円

■�

持
ち
物
／
飲
み
物

■�

申
込
開
始
日
／
５
月
６
日
㈯

お
菓
子
作
り
教
室

　

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
作
り
、
出

来
立
て
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

■�

日
時
／
５
月
27
日
㈯

　

①
午
前
９
時
~
正
午

　

②
午
後
１
時
~
４
時

■�

講
師
／
阿
部
千
枝
子
さ
ん

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
①
②
各
８
人　

■�

参
加
費
／
８
０
０
円

■�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん

■�

申
込
開
始
日
／
５
月
６
日
㈯

美
わ
く
わ
く
カ
レ
ッ
ジ
①

「
ア
ロ
マ
セ
ル
フ
フ
ッ
ト
ケ
ア
で

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
」

　

足
は
、
第
二
の
心
臓
で
す
。
ア

ロ
マ
セ
ル
フ
フ
ッ
ト
ケ
ア
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
学
び
、
足
・
心
を
ほ
ぐ

し
ま
せ
ん
か
？

■�
日
時
／
５
月
16
日
㈫

　

午
前
10
時
~
正
午

公
民
館
グ
ル
ー
プ
体
験
講
座

「
ペ
ン
習
字
教
室
」

　

美
文
字
で
氏
名
を
書
き
ま

し
ょ
う
。
美
し
い
文
字
と
の
出
会

い
、
手
書
き
の
温
も
り
を
感
じ
ま

し
ょ
う
。

■�

日
時
／
６
月
24
日
㈯

　

午
後
２
時
30
分
~
４
時

■�

講
師
／
橋
本
紫
泉
さ
ん

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
10
人

■�
参
加
費
／
無
料

■�
持
ち
物
／
筆
記
用
具

■�

申
込
開
始
日
／
６
月
１
日
㈭

健
康
教
室（
笑
い
ヨ
ガ
）

　

笑
い
は
元
気
の
源
！
一
緒
に

笑
い
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

■�

日
時
／
５
月
18
日
㈭

　

午
前
10
時
~
11
時
30
分

■�

講
師
／
武
用
宗
子
さ
ん
︵
笑
い

ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
︶

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
飲
み
物
、
運
動
の
で

き
る
服
装
、
上
履
き

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

ギ
タ
ー
演
奏
会
＆
体
験
会

　

懐
メ
ロ
歌
謡
曲
の
演
奏
を
聴

い
て
、
爪
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■�

日
時
／
５
月
21
日
㈰

　

午
前
10
時
~
11
時

■�

講
師
／
「
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
・
高

月
﹂
の
皆
さ
ん

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

健
康
太
極
拳
教
室

　

健
康
体
操
︵
練
功
︶、ス
ト
レ
ッ

チ
、
24
式
太
極
拳
の
型
︵
一
部
︶

で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
‼

■�

日
時
／
５
月
27
日
㈯

　

午
前
10
時
~
11
時
30
分

■�

講
師
／
高
岡
純
子
さ
ん
︵
桃
李

太
極
拳
講
師
︶

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
15
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�
持
ち
物
／
飲
み
物
、
運
動
の
で

き
る
服
装
、
上
履
き

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

自
然
観
察
講
座

　

新
緑
の
大
石
箱
畳
神
社
︵
東
軽

部
︶
の
巨
石
を
訪
ね
、
周
辺
の
自

然
観
察
を
楽
し
み
ま
す
。

■�

日
時
／
５
月
18
日
㈭

中
央
公
民
館

■�

講
師
／
大
谷
見
矢
子
さ
ん
︵
Ａ

Ｅ
Ａ
Ｊ
認
定
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
︶

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
25
人

■�

参
加
費
／
６
０
０
円
︵
材
料
費
含
︶

■�

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
タ
オ

ル
、
裸
足
に
な
り
た
く
な
い
人

は
五
本
指
靴
下
、
飲
み
物

■�

申
込
開
始
日
／
４
月
24
日
㈪

箏（
こ
と
）・三
絃（
三
味
線
）

体
験
講
座

　

初
心
者
や
昔
習
っ
て
い
た
人

な
ど
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。"
さ
く
ら
"
や
古
曲
"
六
段
"

を
弾
い
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

■�

日
時
／
５
月
27
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
~
３
時
30
分

■�

講
師
／
原
田
順
子
さ
ん 

■�

対
象
／
10
才
以
上
の
人
︵
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
︶

■�

定
員
／
７
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
飲
み
物

︵
楽
器
の
用
意
は
要
り
ま
せ
ん
︶

■�

申
込
開
始
日
／
５
月
８
日
㈪

歴
史
講
座「
赤
磐
の
人
物
」～
岡
山

藩
家
老
周
匝
池
田（
片
桐
）氏
の
祖

〈
池
田
長
政
〉を
紐
解
く
～

　
池
田
長
政
の
墓
は
、
旧
吉
井
町

の
旧
備
作
高
校
の
背
後
に
あ
る

山
の
中
腹
に
あ
り
ま
す
。
激
動
の

西
山
公
民
館

山
陽
公
民
館

高
月
公
民
館
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公 民 館 講 座 のご案 内

■�

定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
︵
※

な
い
場
合
は
、
お
貸
し
し
ま
す
︶

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

元
気
も
り
も
り
講
座
「
簡
単
リ
ハ
ビ
リ

体
操
」～
肩
の
痛
み
で
お
悩
み
の
人
へ
～

　

肩
の
痛
み
の
原
因
や
対
策
に

つ
い
て
学
び
、
自
宅
で
で
き
る

リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
体
験
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

■�

日
時
／
６
月
５
日
㈪

　

 

午
後
１
時
30
分
~
３
時
︵
※

個
別
相
談
タ
イ
ム
有
り
︶

■�

場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

■�

講
師
／
熊
山
診
療
所
理
学
療
法
士

■�

対
象
／
原
則
60
歳
以
上

■�

定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■�
申
し
込
み
／
受
付
中

ス
マ
ホ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
体
験
教
室
」

　

初
心
者
も
、
使
用
中
の
人
も

分
り
や
す
く
体
験
で
き
ま
す
！ 

■�

日
時
／
５
月
24
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
~
正
午

■�

場
所
／
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
吉
井

２
階
視
聴
覚
室

時
代
を
生
き
、
32
歳
で
病
死
し
た

長
政
の
人
生
と
そ
の
子
孫
に
纏

わ
る
歴
史
を
紐
解
き
ま
す
。

■�
日
時
／
５
月
30
日
㈫

　

午
前
10
時
~
11
時
30
分

■�

講
師
／
高
畑
富
子
さ
ん
︵
赤
磐

市
文
化
財
保
護
委
員
︶ 

■�

対
象
／
一
般　

■�

定
員
／
25
人

■�

参
加
費
／
２
０
０
円

■�

持
ち
物
／
筆
記
用
具

■�

申
込
開
始
日
／
５
月
11
日
㈭

（
熊
山
橋
～
白
陵
校
周
辺
）～
熊
山

山
麓
の
夏
鳥
に
出
会
う
～

　
新
緑
の
山
麓
を
散
策
。
美
し

い
夏
鳥
や
ま
ぶ
し
い
景
色
と
出

会
お
う
！
︵
※
雨
天
中
止
︶

■�

日
時
／
５
月
20
日
㈯

　

午
前
９
時
~
11
時

■�

集
合
場
所
／
熊
山
橋
下
左
岸

無
料
駐
車
場

■�

講
師
／
山
田
勝
さ
ん
︵
県
自

然
保
護
推
進
員
︶

■�

対
象
／
幼
児
・
小
学
生
︵
保

護
者
同
伴
︶
~
一
般

■�

定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
双
眼
鏡
︵
あ
れ
ば
︶

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

だ
れ
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

～
花
と
緑
の「
英
国
庭
園
」出
発
～

　

誰
で
も
手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
。
バ
ラ
満
開
の
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
、
風
薫

る
コ
ー
ス
を
楽
し
も
う
。

■�

日
時
／
５
月
22
日
㈪

　

午
前
10
時
~
正
午

■�

集
合
場
所
／
熊
山
英
国
庭
園

中
央
広
場

■�

講
師
／
岡
山
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
連
盟
公
認
指
導
員

■�
対
象
／
一
般　
　
　

■�
定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
３
０
０
円
︵
ポ
ー

ル
レ
ン
タ
ル
代
︶
※
ポ
ー
ル

持
参
の
人
は
無
料

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

ス
マ
ホ
体
験
教
室
～
あ
な
た
の
ペ
ー

ス
で
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
♪
～

　

今
回
は
、
も
う
少
し
使
い
こ

な
し
て
み
た
い
人
向
け
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
。
初
め
て
の
人
に
も

分
り
や
す
い
で
す
。

■�

日
時
／
５
月
30
日
㈫

　

午
前
10
時
30
分
~
正
午

■�

内
容
／
ネ
ッ
ト
検
索
・
音
声

検
索
、
ア
プ
リ
の
追
加
と
使

い
方　

ほ
か

■�

場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
会
議
室

■�

講
師
／
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

■�

対
象
／
一
般

■�

講
師
／
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
︵
※

な
い
場
合
は
、
お
貸
し
し
ま
す
︶

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

シ
ー
ガ
ル
ズ
と
一
緒
に
健
康
料
理
教
室

「
筋
肉
と
骨
量
を
高
め
よ
う
！
」

■�

日
時
／
５
月
26
日
㈮

　

午
前
10
時
~
午
後
１
時

■�

場
所
／
吉
井
会
館
調
理
実
習
室

■�

講
師
／
管
理
栄
養
士

■�

内
容
／
料
理
３
品
︵
予
定
︶

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
12
人

■�

参
加
費
／
５
０
０
円
︵
材
料

費
を
含
む
︶

■�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

■�

申
込
期
限
／
５
月
19
日
㈮

一
般
観
望
会（
５
月
）

■�

日
時
／
毎
週
金
・
土
曜
日
と
、

３
日
︵
水
祝
︶・
４
日
︵
木
祝
︶

　

午
後
７
時
~
９
時
30
分

※ 

12
日
㈮
は
午
後
９
時
~
９
時

30
分
、
26
日
㈮
は
午
後
８
時
30

分
~
９
時
30
分

■�
受
付
終
了
／
午
後
９
時

■�
参
加
費
／
高
校
生
以
上
２
０
０
円
、

小
中
学
生
１
０
０
円
、
幼
児
無
料

◆�

６
日
㈯
は
︑
無
料
観
望
会

貸
切
観
測
会（
5
月
）

■�

日
時
／
12
日
㈮ 

午
後
７
時
~

９
時
︵
職
員
補
助
有
︶

■�

定
員
／
１
組
︵
10
人
程
度
︶

■�

参
加
費
／
観
望
会
に
同
じ

天
文
教
室
「
月
の
ク
レ
ー
タ
ー

を
撮
影
し
よ
う
」（
５
月
）

■�

日
時
／
26
日
㈮ 

①
午
後
６
時

30
分
~
７
時
30
分 

②
午
後
７

時
30
分
~
８
時
30
分

■�

講
師
／
天
文
台
天
文
指
導
員

■�

対
象
／
小
学
３
年
生
~
一
般

■�

定
員
／
各
回
５
人
程
度

■�

参
加
費
／
１
０
０
円

■�

申
込
期
限
／
24
日
㈬

貸
切
観
測
会
・
天
文
教
室
の

申
し
込
み
先（
５
月
）

・
竜
天
天
文
台
公
園

　

☎︵
９
５
８
︶２
３
２
１

※ 

３
日︵
水
祝
︶は
、午
後
３
時
、

４
日︵
木
祝
︶・
５
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＜開館時間＞ 
·全館…午前10時～午後6時
※�新型コロナウイルス感染症対策のため、中央図書館の
　毎週木曜日の午後8時までの開館は当面中止します。

＜問い合わせ先＞
·中央図書館………☎955-0076
·赤坂図書館………☎957-2212
·熊山図書館………☎995-1273
·吉井図書館………☎954-9200

＜5月の休館日＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

※青色のマスが休館日です。

各 図 書 館 利 用 案 内

図 書 館 通 信
L I B R A R Y  N E W S
市内図書館の利用案内・開催イベント紹介

★�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容
変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

中央図書館 
Facebook

赤磐市図書館 
Instagram

「資料搬送サービス」を
ご利用ください

　資料搬送サービスとは、赤磐市立図書館の資料
（図書、DVDなど）を図書館以外の市の施設で返
却できるサービスです。
　とりあえず返却したい場合などに、お近くの施
設でこのサービスをご利用ください。
■返却できる協力施設
   ・山陽公民館 （山陽1丁目10）
   ・高月公民館 （穂崎848-1）
   ・西山公民館 （西中220-1）
   ・笹岡公民館 （坂辺9）
　・桜が丘いきいき交流センター（桜が丘東5-5-391）
　・仁堀出張所（仁堀中1684-1）
■�利用方法／返却したい資料を協力施設に持ち込み、

返却票に利用者カードの番号（または住所）、氏名
などを記入して、施設の職員に渡してください。

■�対象資料／赤磐市立図書館の資料（※県立図書館
や他市町村などの図書館の資料は、返却できません）

◇�注意…返却処理に２～３日程度かかりますので、そ
の間、新たな貸し出しや延長、インターネット予約
ができない場合があります。ご注意ください。

Pick Up

皆さんの参加を
お待ちしています。

きらり☆しあたー映画上映会（子ども版）
『岬のマヨイガ』（１０４分）

　カラーアニメーション映画。柏
葉幸子原作。芦田愛菜、大竹しの
ぶ声。ある事情で家を出た１７歳
のユイと、両親を事故で無くした
ショックで声を失った８歳のひより。
２人はふしぎなおばあちゃん・キ
ワさんと出会い、古民家マヨイガに住むことに。あ
る日、優しい妖怪たちがキワさんを訪ねてきて…。
■日時／5月20日㈯ 午後２時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■定員／5０人（先着順）　■参加費／無料
◇�5月2日㈫午前１０時から、中央図書館で受け付け
開始（電話可）

Pick Up
要申込

●中央図書館
絵本はともだち
　毎週水曜日  午前10時30分～11時
おはなしかい
　第 1・2 日曜日  午前11時～11時30分
民話の寺小屋（民話の語り）
　21日㈰  午前11時～11時30分

●赤坂図書館
ブックんのおはなしかい
　6日㈯  午前11時～11時30分
ちいさなおはなしかい
　10日㈬  午前11時～11時20分

●熊山図書館
なかよしタイム
　4日（木・祝）  午前10時～正午
おはなしのおへや
　20日㈯  午前11時～11時30分

●吉井図書館
おはなしかい
　7日㈰  午後2時～４時
えほんのじかん
　9日㈫  午前10時〜正午

Event CalendarEvent Calendar 5月
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このコーナーでは
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

7月号は5月18日㈭が
記事の締め切りです。
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7
0

赤磐市マスコットキャラクター
あかいわモモちゃん

　２０２３年２月６日に発生したトルコ・シリア地震。市と
連携協定を締結しているアムダの現地活動を支援するた
めに、市内施設に募金箱を設置しました。

　また、避難生活を支援
するための寝袋の提供依
頼があったときには、市と
災害支援協定を締結して
いる事業者に対して、支
援協力を依頼し、国際ソ

市内で取り組んでいるSDGs
に関する事業を紹介します。

迅速な支援体制づくり

ロプチミスト赤磐や株式会社
ナンバホームセンターから、
合計178個の寝袋を寄贈し
ていただきました。
　これまでも、国内で大規模災害が発生した時には、募
金活動はもちろん、消防職員の派遣、給水車やごみ収集
車による支援活動、物品や食料品の支援など、さまざま
な支援活動を地域の企業や市民の皆さんと一緒に行っ
てきました。水害や地震などへの備えももちろん大切で
すが、他の地域で起きた災害についても迅速に支援がで
きるよう、これからもさまざまな機関と連携・協力して取
り組んでいきます。

■問い合わせ先／くらし安全課 ☎955-2650

募集　
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●4月  部長・課長・園長級職員異動 （ ■■は部長級 ）
部　名　／　課　名　／　職　名 氏　名 前　　職

総 合 政 策 部

部長　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 倉本　貴博 岡山県から派遣

参与（拠点調整担当）　兼　建設事業部 参与　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 岡本　和典 総務部 くらし安全課 課長　兼

消費生活センター　センター長

総 務 部

部長　兼
コンプライアンス推進室 室長事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 戸川　邦彦 財務部 部長　兼

総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者）
参与　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 橋本　倫宜 総務部 コンプライアンス推進室 参事

くらし安全課 課長　兼　消費生活センター センター長 正盛　充敏 総務部 くらし安全課 副参事

財 務 部
部長　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 杉原　洋二 市民生活部 部長　兼

総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者）
税 務 課 課長 田渕　忠則 総務部 総務課 副参事

市 民 生 活 部
部長　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 矢部　　勉 産業振興部 農林課 課長　兼

就農等支援センター センター長
市 民 課 課長　兼　協働推進課 課長 黒田　未来 市民生活部 市民課 副参事

保 健 福 祉 部

部長　兼　社会福祉事務所 所長事務取扱　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 遠藤　健一

吉井支所 支所長　兼　市民生活課 課長事務取扱　兼
仁堀出張所 所長事務取扱　兼
市民生活課 吉井子育て支援センター センター長事務取扱　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者）

参与　兼　社会福祉課　課長事務取扱　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 原田　光治 保健福祉部 社会福祉課 課長

健 康 増 進 課 課長 川原　達也 保健福祉部 熊山診療所 参事　兼　健康増進課 参事
熊 山 診 療 所 参事　兼　健康増進課 参事 安本　典生 教育委員会 中央図書館 参事
介 護 保 険 課 課長 和気　幸恵 保健福祉部 介護保険課 副参事
周 匝 保 育 園 園長　兼　佐伯北保育園 園長 木原美智子 保健福祉部 周匝保育園 園長

仁 美 保 育 園 園長 宮地美代子 保健福祉部 佐伯北保育園 園長　兼
仁美保育園 園長

産 業 振 興 部 農 林 課 課長　兼
就農等支援センター センター長 岡田　浩司 吉井支所 産業建設課 課長　兼

総務部 コンプライアンス推進室 参事（不当要求行為等防止責任者）

建 設 事 業 部 上 下 水 道 課 課長 金島　正樹 教育委員会 教育総務課 課長　併任
総務部 コンプライアンス推進室 参事（不当要求行為等防止責任者）

会計管理者　兼
総務部 コンプライアンス推進室　参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 矢部　恭英 熊山支所　支所長　兼　市民生活課　課長事務取扱　兼

総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者）
会 計 課 課長 吉田　晴美 会計課 副参事

熊 山 支 所 支所長　兼　市民生活課 課長事務取扱　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 稲生真由美 市民生活部 市民課 課長　兼　協働推進課 課長

吉 井 支 所

支所長　兼　市民生活課 課長事務取扱　兼
仁堀出張所 所長事務取扱　兼
市民生活課 吉井子育て支援センター センター長事務取扱　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者）

中務　浩行 建設事業部 上下水道課 課長

産 業 建 設 課 課長　兼　総務部 コンプライアンス推進
室 参事（不当要求行為等防止責任者） 谷　　宣道 吉井支所 市民生活課 副参事

教 育 委 員 会

教育次長　併任
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不当要求行為等防止責任者） 入矢五和夫 総務部 部長　兼

コンプライアンス推進室 室長事務取扱（不当要求行為等防止責任者）

教 育 総 務 課 課長　併任　総務部 コンプライアンス推進
室 参事（不当要求行為等防止責任者） 西﨑　雅彦 教育委員会 社会教育課 課長　兼

青少年育成センター 所長　兼　山陽郷土資料館 館長

社 会 教 育 課 課長　兼　青少年育成センター 所長　兼
山陽郷土資料館　館長 大月　美佳 建設事業部 上下水道課 副参事

山 陽 幼 稚 園 園長 坂井さつき 教育委員会 山陽北幼稚園 園長
ひかり幼稚園 園長 小野　美樹 教育委員会 山陽幼稚園 園長
山陽北幼稚園 園長 伊永　智美 教育委員会 桜が丘幼稚園 園長
桜が丘幼稚園 園長 難波　則子 教育委員会 ひかり幼稚園 園長

消 防 本 部 予 防 課 課長　兼　通信指令室 参事 野波　勝義 消防署 署長　兼　消防本部 警防課 課長
消 防 署 署長　兼　消防本部 警防課 課長 藤澤　真治 消防本部 予防課 課長　兼　通信指令室 参事

令和5年度 市役所の人事異動

広報あかいわ（令和5年5月号）28



旧　　　職 氏　名

総合政策部　部長　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不
当要求行為等防止責任者）〈岡山県へ帰任〉

山本　幸治

保健福祉部 部長　兼
社会福祉事務所 所長事務取扱　兼
介護保険課 課長事務取扱　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不
当要求行為等防止責任者）

谷名菜穂子

会計管理者　兼
会計課 課長事務取扱　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不
当要求行為等防止責任者）

中永　光一

教育委員会 教育次長　併任
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不
当要求行為等防止責任者）

有馬　唯常

財務部　税務課　課長 光田　尚人
保健福祉部　健康増進課　課長 石原万輝子
総務部　くらし安全課　参事 三宅　孝士
保健福祉部　健康増進課　参事 我澤　成美
教育委員会　中央公民館　参事 久山　勝美
建設事業部 地域整備推進室 副参事〈岡山県へ帰任〉 宮端　伸治
熊山支所　産業建設課　副参事 妹尾　建一
吉井支所　仁堀出張所　副参事 中務美由紀

教育委員会 赤坂公民館 館長　兼
笹岡公民館 館長　兼
赤坂図書館 館長　兼
赤坂分室 分室長

岡本　真一

●退職・退任職員
旧　　　職 氏　名

産業振興部 商工観光課 主幹 若松　綾子
熊山支所 市民生活課 主幹 立石　伸二
教育委員会 中央公民館 主幹 光岡志奈子
議会事務局 主査（農林水産省へ退職派遣） 細川　伸也
市民生活部 市民課 主事 岡本　真奈
市民生活部 協働推進課 主事　 西森　　光
保健福祉部 子育て支援課 主事 長瀬　　怜
保健福祉部 周匝保育園 保育士 三枡　典子
保健福祉部 周匝保育園 保育士 山路　千晴
保健福祉部 佐伯北保育園 保育士 丸喜　菜央
建設事業部 地域整備推進室 主事 吉鶴　直斗
教育委員会 山陽西幼稚園 教諭 森田　梨沙
教育委員会 高陽中学校 校務員 有馬　昌代
教育委員会 吉井中学校 校務員 井上　重美

消防本部 消防総務課 参事　兼
消防署 北出張所 所長事務取扱 杉能　敦樹

消防署 主任　兼
消防本部 通信指令室 主任 藤田　浩之

吉井支所 産業建設課 主事〈再任用〉 奥田　吉男
教育委員会 磐梨小学校 校務員〈再任用〉 菊井真由美
教育委員会 東学校給食センター 調理員〈再任用〉 本徳　京子
教育委員会 中央図書館 主事〈再任用〉 安東　和美
消防本部 消防総務課 主事〈再任用〉 矢部　敬史

所　属　・　職　名 氏   名

総合政策部　部長　兼
総務部 コンプライアンス推進室 参事事務取扱（不
当要求行為等防止責任者）〈岡山県から派遣〉

倉本　貴博

建設事業部 地域整備推進室 主幹〈岡山県から派遣〉 山田研二郎

産業振興部 農林課 主任〈農林水産省から帰任〉 森山　友裕
総合政策部 政策推進課 主事補 杉原　　杏
総務部 総務課 主事補 新川　礼栄
総務部 くらし安全課 主事補 森下　唯里
財務部 管財課 主事補 辻　杏侑子
財務部 税務課 主事補 三宅　勝也
市民生活部 市民課 主事補 三浦　凪湖
市民生活部 市民課 主事補 杉原　百桃
保健福祉部 社会福祉課 主事補 河野真由美
保健福祉部 子育て支援課 主事補 岩河　利果
保健福祉部 赤坂ひまわりこども園 保育士 小髙さくら
保健福祉部 周匝保育園 保育士 西﨑那乃佳
保健福祉部 仁美保育園 保育士 行正　弥生
産業振興部 農林課 主事補 富田　祐生
建設事業部 建設課 主事補 大橋　諒介
建設事業部 建設課 主事補 岩倉弘太朗
建設事業部 上下水道課 主事補 大原　涼馬
建設事業部 上下水道課 主事補 江見　為秀

●新規採用職員
所　属　・　職　名 氏   名

会計課 主事補 小坂田果林
教育委員会 教育総務課 主事補 湯浅由希子
教育委員会 山陽幼稚園 教諭 拜郷　希美
教育委員会 山陽幼稚園 教諭〈任期付〉 藤原　典子
教育委員会 山陽西幼稚園 教諭 竹本　瑞希
教育委員会 ひかり幼稚園 教諭〈任期付〉 山﨑佐登美
教育委員会 山陽北幼稚園 教諭 行正　衣里
教育委員会 いわなし幼稚園 教諭 湯浅　英祐
教育委員会 桜が丘幼稚園 教諭 小野田にこ
教育委員会 社会教育課 主事補 原田　健矢
消防本部 消防総務課 消防士 森　　亘永
消防本部 消防総務課 消防士 吉田　悠将
消防署 消防士 佐伯　晃河
保健福祉部 健康増進課 保健師〈再任用〉 我澤　成美
建設事業部 上下水道課 主事〈再任用〉 中永　光一
赤坂支所 産業建設課 主事〈再任用〉 有馬　唯常
熊山支所 産業建設課 技師〈再任用〉 妹尾　建一
教育委員会 赤坂中学校 校務員〈再任用〉 井上　重美
教育委員会 吉井中学校 校務員〈再任用〉 有馬　昌代
教育委員会 中央公民館 主事〈再任用〉 光岡志奈子
教育委員会 中央図書館 主事〈再任用〉 岡本　真一
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市職員給与・定員管理  の状況 市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や
決算書において公表していますが､市民の皆さんにより一層
のご理解をいただくため､その状況についてお知らせします。

■問い合わせ先／総務課 ☎955-4782955-4782

④特殊勤務手当（令和4年4月1日現在）
区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（令和3年度） 17.1㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（令和3年度決算） 213千円

手当の種類（手当数） 8

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ごみ処理手当 ごみ処理作業従事職員 ごみの処理業務

医師及び薬剤師
業務手当 医師・薬剤師 医師の業務

薬剤師の業務

訪問看護ステーション
業務手当

訪問看護ステーション
勤務職員

自宅などで
待機する場合

出動手当 消防職員 救急救助、火災など
への出動業務

夜間通信勤務手当 消防職員 夜間の通信業務

高所作業手当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

新型コロナ感染症
に係る特例

診療所・訪問看護ス
テーション勤務職員・
消防職員

新型コロナウイルス
感染症の患者もしく
はその疑いのあるも
のに接して行う作業

⑤その他（令和4年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 6,500円

子 10,000円

父母など 6,500円

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円加算

住居手当
借家（月額16,000円を超える家賃を

支払っている場合、家賃の月額により）
支給限度額月額28,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度額 55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
（月額2,400円～31,600円）

9） 特別職の報酬などの状況（令和4年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給  

料

市　長 890,000円
1.425
月分

1.525
月分

2.95
月分副市長 700,000円

教育長 640,000円

報  
酬

議　長 455,000円
1.6

月分
1.75
月分

3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を、議長､副
　議長､議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡

10） 定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由令和
４年

令和
３年

一
　
般
　
行
　
政

議　会 5 5

総　務 93 88 5 新規採用職員及び異動
による増

税　務 18 19 △1 異動による減
民　生 55 59 △4 異動による減
衛　生 42 38 4 異動による増
労　働
農　水 21 21
商　工 10 10
土　木 20 20
小　計 264 260 4

教　　　育 70 75 △5 退職者不補充及び異動
による減

消　　　防 79 79

公
営
企
業
等

病　院 24 26 △2 退職者不補充による減
水　道 9 9
下水道 8 8
その他 27 31 △4 異動による減
小　計 68 74 △6

合　　　計 481 488 △7
※�職員は一般職の職員をいい、休職者･派遣職員を含み臨時・非常勤
職員を除きます。

※職種等の計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。
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市職員給与・定員管理  の状況
7） 一般行政職の職務分類別職員数の状況（令和4年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 31人 26人 80人 39人

構成比 12.7㌫ 10.7㌫ 32.8㌫ 16.0㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 23人 33人 12人 244人

構成比 9.4㌫ 13.5㌫ 4.9㌫ 100.0㌫

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと合計が一致しない場合があります。

8） 職員手当
①期末･勤勉手当（令和4年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.20月分 0.95月分

12月期 1.20月分 1.05月分

計 2.40月分 2.00月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

※赤磐市職員の給与に関する条例改正後の月数です。

②時間外勤務手当（令和3年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 119,857千円

職員１人当たり平均支給年額 350千円

③退職手当（令和4年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分

１人当たり平均支給額（令和3年度） 11,336千円

1） 人件費の状況（令和3年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
令和２年度の
人件費率

（令和4年1月1日）

43,559人
千円

21,600,677
千円

3,938,287 18.2㌫ 15.7㌫
※人件費には、市長、議員などの給料、報酬等が含まれています。

2） 職員給与費の状況（令和3年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

414人
千円

1,437,400
千円

292,601
千円

580,191
千円

2,310,192
千円

5,580
※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3） 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（令和4年4月1日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 316,302円 42.8歳

国 323,711円 42.7歳

4） 職員の初任給の状況（令和4年4月1日現在）
区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 185,200円 185,200円

高校卒 154,600円 154,600円
※赤磐職員の給与に関する条例改正後の額です。

5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和4年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 − 294,483円 324,300円

高校卒 − − −
※赤磐職員の給与に関する条例改正後の額です。

6） 一般行政職の給与水準の状況（令和4年4月1日現在）

ラスパイレス指数 95.7
※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数です。
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３
月
19
日
、赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
で
第
18
回
赤

磐
市
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。大
会

に
は
消
防
団
本
部
、
山
陽
、
赤
坂
、
熊
山
、
吉
井

そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
隊
か
ら
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
４

チ
ー
ム
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
11
チ
ー
ム
が
出
場

し
、日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
吉
井
方
面
隊
第

１
分
団
第
１
部
は
、７
月
２
日
㈰
に
岡
山
県
消
防
学

校
で
開
催
さ
れ
る
、第
69
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練

大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

◇ポンプ車操法の部
　・優　勝…本部機動部 Aチーム
　・準優勝…本部機動部 Bチーム
　・第 3位…熊山方面隊 第 3分団

◇小型ポンプ操法の部
　・優　勝…吉井方面隊第 1分団第１部
　・準優勝…山陽方面隊第 4分団
　・第 3位…吉井方面隊第 1分団

大　会　結　果

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

巣
作
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

巣
作
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
ハ
チ
が
巣
作
り
を
開

始
す
る
時
期
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ハ
チ
は
、

時
に
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り
ま

す
。毎
年
庭
な
ど
に
ハ
チ
が
営
巣
す
る
と
い
っ

た
場
合
な
ど
は
、
予
防
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ
と
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
、毎
年
春

ご
ろ
か
ら
巣
作
り
を
始
め
る
の
が
一
般
的
で

す
。
し
た
が
っ
て
、最
適
な
予
防
時
期
は
４
〜

５
月
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。越
冬
し
た
女
王

バ
チ
は
、４
月
ご
ろ
か
ら
巣
作
り
の
場
所
を
探

す
こ
と
か
ら
、こ
の
時
期
に
単
独
で
い
る
女
王

蜂
を
見
か
け
た
場
合
は
駆
除
・
予
防
の
最
適
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　

ハ
チ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
や
巣
作
り
の
特

徴
を
把
握
し
、予
防
す
る
場
所
や
タ
イ
ミ
ン
グ

で
効
果
的
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

〈
予
防
方
法
例
〉

・�

ハ
チ
駆
除
ス
プ
レ
ー
や
木
酢
液
な
ど
を
使

い
、
寄
せ
付
け
な
い
。

・�

ハ
チ
ト
ラ
ッ
プ
を
作
成
し
、６
月
ご
ろ
ま
で

仕
掛
け
て
お
く
。

※�
ハ
チ
ト
ラ
ッ
プ
は
、６
月
以
降
仕
掛
け
て
お

く
と
、か
え
っ
て
働
き
バ
チ
を
お
び
き
寄
せ

て
し
ま
い
危
険
で
す
。６
月
に
な
っ
た
ら
取

り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
環
境
課 

☎（
９
５
５
）５
３
４
７

消
防
操
法
訓
練
大
会

㉄
消
防
総
務
課 

☎︎（
９
５
５
）２
２
４
５

〜ハチトラップの作り方〜
①�材料…２リットルペットボトル、誘引液（カ

ルピス：日本酒、料理酒または酢＝５：１）、
ひも、カッターナイフなど

②�作り方…側面に、２㎝角のＨの文字の形に
３～４か所切れ目を入れ穴を開けたペット
ボトルを用意。誘引液を底から５㎝程入れ、
ペットボトルの蓋をして風通しのよいとこ
ろで、子どもの手が届かない高さ（１.５～
２ｍ）に吊るしてください。 正面から見た図 横から見た図

画像提供：日本焚火学会

針金

入り口の穴が地上
1.5〜2m程度になる
位置に、木の枝など
から吊り下げる

スズメバチは
ここから入って

出口がわからず
やがて力つきて
誘引液の中で
溺れて死ぬ

2リットルの
ペットボトル

このように
折り曲げる

上側を外に曲げて
雨よけとする

H型に切れ目
をいれて

誘引液 誘引液
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●問い合わせ先／健康増進課 ☎︎955-1117

あかいわ1日5皿の野菜料理を食べる合言葉

「まいにちべジ」　
◯ま 毎食食べよう

◯い いつもより１皿プラス

◯に 煮て！チンして！かさを減らしてたくさん食べよう

◯ち ちょっとずついろんな種類の野菜を選ぼう

◯ベ ベジファーストで、「いただきます」をしたらまず野菜から

◯ジ 上手に活用！冷凍野菜や作り置き

新たまねぎの梅だれ冷しゃぶ

今月の地場産食材 ▶▶▶ 新たまねぎ
　新たまねぎは3～5月ごろ出回り、やわらかく
て甘みがあるたまねぎです。
　たまねぎを切った時のツンとした香りや辛み
のもとになる成分「硫化アリル」は、血液
をサラサラにしたり、血中コレステロー
ル値を下げたりする働きがあり、動
脈硬化や心臓病の予防になります。

１人分のエネルギー 251kcal／塩分1.3g／野菜量86g

健幸レシピ
食の わ  あかい わ

●材料（2人分）
豚ロース（しゃぶしゃぶ用）…120ｇ
料理酒…大さじ3　  新たまねぎ…80ｇ（大1/3個）
リーフレタス（ちぎる）…50ｇ（大2枚）
大葉（せん切り）…2枚
ミニトマト（半分に切る）…4個　　　　　　 

Ⓐかつおぶし…1ｇ
味付けのり（小さくちぎる）…12枚切り2枚
ぽん酢しょうゆ…大さじ2
梅肉（チューブでも可）…大さじ1/2　　　　　　　　　　
砂糖、白すりごま…各小さじ2　　　　　　　　   Ⓑ
おろししょうが（チューブでも可）…小さじ1/2
●作り方
➀�薄切りにした新たまねぎを酢水（水200ml+酢

小さじ2）に5分さらす。
②�鍋で水500mlを沸騰させ、料理酒を加えたら弱

火にし、豚肉に火が通るまで2～3分ゆでる。
③�①をボウルに入れた冷水にとって冷やし、キッチ

ンペーパーで水気を取る。
④�皿にレタス、③、水気を切った①の順に盛り、混ぜ合わ

せたⒷをかけ、Ⓐをそれぞれ散らして大葉をのせる。
＊�うどんやそうめんの上にのせると、栄養バランスよく麺類が食べられます！

作り方の動画は
こちら

山 ー ル 通岡 シ ガ ズ 信
　V1女子レギュラーラウンド11位が確定した
岡山シーガルズ。4月8日、9日にV2 2位の群馬銀行と入れ替え戦
チャレンジマッチをした結果…シーガルズが2連勝！V1残留を決
めました。
　チャレンジマッチ前に、中央図書館と中央公民館で市民の皆さ
んに応援メッセージ投稿を呼びかけたところ、たくさんのメッセー

ジが寄せられました。その応援の声が届き、シーガルズ見事勝利。
　ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。引き続き、
岡山シーガルズの応援、よろしくお願いします。

［V1残留決定！］

㉄教育委員会社会教育課 ☎ 955-0738

No.8 及川真夢選手からのコメント／皆さんからの応援メッセージに背中を
押され、V1残留を決めることができました。本当にありがとうございました。
1点を取り切る厳しさを痛感したリーグ戦でしたが、これからレベルアップす
るため課題に向き合い、チーム一丸となって頑張ります。
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　３月20日で100歳を迎えられた新谷さん。衣替
えなど自分のことは自分でされています。長寿の
秘訣はよく噛んで、何でも食べることだそうです。

新谷 美鶴さん（西窪田）
１００歳おめでとうございます

　株式会社シクロケ
ムバイオから企業版
ふるさと納税の寄附
をいただき、３月１５日、
市から感謝状を贈呈
しました。この会社は
吉原にある「ふれあい健康アイランド」を運営し
ている会社のグループ会社で、ふれあい健康アイ
ランドには楽しみながら運動できる最新機器や人
工芝コートなどが整備されています。
　寄附金は、ウォーキングやサイクリングによる
健康増進の取り組みやサイクリングコースを活か
した観光振興の事業に活用しています。

㈱シクロケムバイオから企業版ふるさと納税
赤磐市の発展のために

　市では、識見者の監査委員
に議会の同意を得て近藤常彦
さん（多賀）を任命しました。
委員の任期は４月１日から４年
間です。

◇監査委員を任命

　３月１日、晴れの国
岡山農業協同組合・
全国共済農業協同組
合連合会岡山県本部
から、交通事故防止
を目的に、カーブミ
ラーや横断旗などが
寄贈されました。交通安全事業に役立てます。

交通安全機器贈呈式
市内の交通安全に役立てます

　３月１７日、市内で
新たに農業に就業
された苅田尚也さん

（大苅田）、佐藤雅
浩さん（沼田）、中
島悠介さん（吉原）
に、岡山県農林漁業担い手育成財団と市から農林
業就業奨励金を贈呈しました。将来にわたり専業
として農業経営を続け、地域農業発展の中核的な
担い手として安定的な農業経営を支援するため
の奨励金です。

赤磐市農林業就業奨励金贈呈式
若手新規就農者を支援

　市では、３月議会定例会において、議会の同意を
得て前田正之さん（58歳）を副市長に再任しまし
た。任期は４月１日から４年間です。

◇副市長を再任
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▶４月から広報担当となりました廣政です。見やす
い・分かりやすい広報を皆さんに届けられるよう頑
張ります。表紙は、３月に開催された操法訓練大会。
優勝チームの吉井方面隊第１分団第１部の皆さん、
岡山県大会での活躍を期待しています。（廣政）

今月の表紙・編集者のつぶやき今月の表紙・編集者のつぶやき

　宝くじの受託事業
収入を財源として実
施している一般財団
法 人 自 治 総 合 セン
ターのコミュニティ
助成事業を活用し、西軽部自治区では公民館の新
築を行いました。この助成は、宝くじの社会貢献広
報事業として、地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上に役立てるため全国で活用されているもの
で、今後ますます地域の親睦が図られ、コミュニ
ティ活動の活性化が期待されます。

宝くじの社会貢献広報事業
地域の親睦活動活性化に期待

　３月２３日、民間ア
ドバイザー３人との
取り組 み の 成 果 報
告会をオンラインで
行いました。この事
業は、さまざまな知
見やノウハウを持つ民間人材からの助言を受けて
職員が課題解決に向けて取り組むもので、９月の
就任式後にオンラインでのミーティングを重ね、
対面での座談会や職員に向けた講演などを行って
きました。
　職員採用試験・採用広報の改善、企業版ふるさ
と納税の寄附企業および寄附金額の増加、SNS
を使った情報発信の改善といった成果の報告があ
りました。

民間アドバイザーとの取り組み成果報告会
民間と連携し地方創生に取り組む

　２月１０日、消防本部で交付式が開催され、新た
に認定されたセイテック株式会社の代表に、市長
から表示証が交付されました。

消防団協力事業所表示証交付式
地域防災体制の強化を目指し

　３月１１日、吉井中学校の卒業式後に、作曲家の
弓削田健介さんとアマービレ・フィルハーモニー管
弦楽団がサプライズ登場し、３年生の門出を祝いま
した。弓削田さん作曲の「越えてゆけ」を愛唱歌と
して、文化祭などの行事で歌ってきた吉井中学校。
　楽団の演奏に合わせて、弓削田さんがピアノを
弾き、生徒たちと合唱しました。

吉井中学校卒業式 式後行事
サプライズで卒業生を祝福

　市の地質資源の魅力
をより広く、分かりやす
く伝えるため、市内各地
域の地質資源を探索す
るモデルコースを紹介
するガイドマップ「あか
いわの大地（ジオ）～ガイドマップ編～」を作成し
ました。

地質資源PRガイドマップ完成
地質資源を探索するモデルコースを紹介
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●問い合わせ先／政策推進課政策企画班 ☎９５５-２６９２

◎�バスなどの公共交通機関は、利用者がい
なければ、縮小や廃止になってしまいま
す。大切な交通手段を将来に残すために
も、週に一度は利用するなど積極的に公
共交通手段を利用しましょう。

◎�バスについての詳細は市ホ
ームページ（公共交通）に掲
載していますので、併せて
ご覧ください。

市民バスに乗って出かけましょう
vol.38

　令和４年７月から令和５年３月まで、市民バス（西山線、山陽団地線、高陽北西線、高月・高陽南線およ
び石蓮寺線）に山陽西小学校の児童の絵を展示しました。
　利用者からは「バスがにぎやかになった」、「絵が変わるのを楽しみにしていた」、「絵を見ながら友だ
ちと話がはずんだ」など明るい声をいただきました。
　今後も継続してバスが少しでも楽しくなるような工夫をしていきます。
　まだ利用したことがない人も、ぜひ一度バスに乗ってみてください。

子どもた
ちの絵が

目を楽し
ませてく

れました

絵が変わるのが楽しみでした

絵のおかげで車内が
にぎやかになりました
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